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す
る
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於
け
る
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腿
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な
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篩
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湓
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す
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猶
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め
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用
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は
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し
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學
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應
用
す
べ
き
範
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芝
離
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
.今
猶
一
部
に
於
て
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^
の
如
ぐ
解
せ
ら
れ
居
作
ゲ
ミ
雖
、
そ
の
見
解
た
る
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.然
誤
れ
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w
言
は
ざ
る
可
ら
ず
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こ
の
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說
を
唱
ふ
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ー
學
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の
大
部
分
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的
推
理
を
"

試
み
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極
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特
に
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等
は
が
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の
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な
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合
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經
濟
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す
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も
の
な
る
が
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し
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そ
の
他
の
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題
に
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け
る
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應
用
の
可
能
性
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す
る
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ら
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が
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或
る
一
稲
類
に
屬
す
る
或
る
任
意
の
一
物
の
_利 

「

用
は
最
後
の
一
物
の
利
用
に
ょ
か
て
、
即
ち
所
有
：せ

:
ら
る
V
同
種
の
物
の
內
、：
最
も
有
用
な
ら
ざ
る
も
の

' -

. 

-

-
.
:

-

、
利
用
に
依
て
決
せ
ら
る
。

v̂feser

は
之
を
名
け
て 

1

物
の
限
界
刺
用(Grenznutzen)
.
e，
す
。
此
命 

&
は
«-
字
を
«
ふ
る
を
耍
せ
中
ビ
す
る
理
論
家
に
取 

'•
て
筑
耍
な
り
。
さ
れ
ざ
數
學
者
は
之
に
反
し
て
？
利 

用
，を
觅
中
し
て
利
用
の
高
さ
を
見
> 
限
界
.利
用
の
觀 

念
に
代
ふ
る
に
_
終
利
用
の
，高
？
'
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泛
闪
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 ̂

utility, 
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e
v
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s
)

の
舰
念
を
以
て
す
、
こ
の
相
違
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果
ょ
6
見
て
®
だ
重
藤
な
シ
。

(

it) 

I
.
生
產
物
の
交
換
«
備
は〈

數
學
者
に
從
へ
ば)

そ

の
最
終
利
用
の
高
？
に
依
ヶ
て
定
も
b

、(

非
數
學
者 

に
從
へ
ば)

そ
の
限
界
利
用
に
依
て
決
定
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や
否
や
の
問
題
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は
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用
快
樂
^
の
«
念
は
正
*
に
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足
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ら
れ
ざ
る
：も
の
ざ

し

て
之
を
練
濟
學
ょ
な
騵
逐
せ
り
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思
ふ
に
利
用
遞
減
®
論
は
數
量
的
事
赏
た
る
®
«
の
遲 

礎
を
利
用
に
求
め
、
又
ぐ
の
利
用
の
®
礎
を
快
樂
に
求 

む
る
も
の
に
し
て
、
暗
默
裡
に
快
樂
が
數
量
的
性
質
を 

布
す
る
も
の
た
.る
を
斷
定
す
。
か
、
る
方
法
が
果
し
て 

芷
し
き
や
否
や
は
M
に
之
を
硏
究
す
る
を
耍
す
。

’
.
.
吾
人
の
感
情
が
或
.‘る
數
量
的
性
質
を
有
す
る
.は
否
足 

す
べ
か
ら
中
？
或
る
場
合
に
は
容
易
に
一
快
樂
は
他
の 

，快
樂
ょ
.り
.も
大
な
6 w

言
ふ
を
#
ベ
し
。
又
或
る
場
^

.に
は
何
れ
か
勝
れ
ら
や
を
斷
宛
す
る
能
は
ざ
る
事
め
る 

ベ
く
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
論
す
る
快
樂
は
等
し
ビ
假 

宛
す
る
を
得
ぺ
し
。
然
る
に
强
度
の
褰
し
ぐ
興
れ
る 

感
情
を
論
ず
る
に
.當
.つ
で
は
、
そ
の
蝥
に
關
し
て
IE
磘

樂
が
他
の
快
樂
の
幾
倍
な
る
や
を
斷
言
す
る
能
は
ざ
る 

ベ
-く
、
從
て
：一：單
位
の
快
樂
夂
は
苦
痛
の
幾
何
!:
た

る

.'
:

や
を
知
る
乙
ど
能
は
：ざ
る
べ
し
。
生
现
的
心
理
學
も
こ 

の
問
題
に
於
て
は
何
等
の
拨
助
を
與
ふ
る
所
な
し
。
快 

樂
又
は
甚
痛
の
感
覺
は
：そ
れ 

の
生
理
的
過
程
に
俾
：j

 

ふ
も
の
ど
假
定
す
る
を
得
れV

も
、
；菩
人
は
今
日
に
於 

て
は
そ
れ
ら
の
性
質
に
就
て
知
，る
處
な
く
、
又

感

情

の\
:

强
度
を
如
何
な
る
數
量
現
象
に
表
す
べ
'き
か
、
並
に
こ 

れ
ら
；の
現
象
は
如
何
に
決
意
行
爲
中
に
於
て
結
合 

ベ
き
か
に
關
し
て
も
同
じ
く
知
^
處
な
し
"
一
さ
れ
ば
心
：
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學
は
快
樂
及
苦
痛
の
問
題
を
解
決
せ
む
が
爲
に
、
感

I 

、情
の
性
質
又
意
见
の
機
能
に
就
て
充
分
に
說
明
す
る
所 

な
.し
、

若

し

そ

れ

直

接

：の
；

！®
察

に

至

り

て

は
.̂
'

こ
の
問I 

題
に
於
；て
範
圍
の
甚
だ
狹
隘
な
る
、
而
も
等
し
き
快
樂〉

:

答
は
吾
人
が
選
擇
を
明
言
，せ
ざ
る
快
樂
な
N

ビ
の
假
定 

に
準
據
せ
る
判
斷
を
與
ふ
る
に
：過
ぎ
ざ
る
こ
ぞS

i

に
述 

ベ
ぬ
る
が
如
し
。
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錄
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『

數
理
學
派
に
於
け
る
浓
刀
遞
減
现
論』

Je

くon
s

は
、

乙
の
理
於
_は
甚
だ
し
<
释
度
の
異
れ
る 

感
情
：の
數
遨
を
此
較
す
る
も
の
に
非
す
し
て,

假
令
全
く
等
し
か
ら
ず
ど
.す
る
も
少
く
も
大
is
等
し
き 

が
如
き
®
を
中
心
X
す
る
も
の
な
b
ビ
論
じ
て
こ
の
困 

雛
を
囘
避
し
得
た
る
‘
の
ざ
信
せ
り
。
こ
の
言
は
實
際 

的
見
地
ょ
り
せ
ぱ
疋
確
な
な
。
何

人

も

感

情

の

一 

覽
表
を
作
ら
む
？
す
る
も
の
非
ざ
る
ベ
け
れ
ば
な
り
。

さ

れ
ざ
理
論
上
の
困
*
は
之
k
依
て
解
決
せ
ら
る
\
事 

な
し
。
間
題
は
快
樂
又
は
.#
痛
の
大
3
を
實
際
に
測
^
, 

す
る
こ
S
に
存
せ
す
し
て
& 
-
¥
に
そ
れ
ら
は
理
論
上
測 

定
し
得
ら
る
.、
も
の
\2
斷
言
し
得
る
や
否
や
に
あ
れ
は 

な
ゲ
。

von 

Boi
h
m丨Ba

w
e
r
k

は
こ
の
問
題
を
詳
論
し
れ
る 

、が
，
就
中
彼
は
：

『

A
の
與
ふ
る
快
樂
は
八
B
の
與
ふ
る 

快
樂U

等
し』

.C言
ふ
判
断
ょ
>
9し
て『

A
の
與
ふ
る
快 

樂
は
B
の
與
ふ
る
快
樂
の
八
倍
な
り』

ぎ
言
ふ
他
の
判 

斷
を
W
出
し
得
べ
し
^
論
す
。
余
は
此
の
液
釋
の
合
&

谘

十

ー

號„.
〇
九



肖
す
八
餘C

l

六
四
八)

雜

.

錄

，

『

數
馨
派
に
於
け
る
利
州
I

I』 

第
十一

號

一

|
〇 

:的
た

'5
>
む
が
爲
に
は
感
情
め
量
定
可
能
性
が
豫
め
立
瞪
:
す

。

- 

l

l

l

i

t

o
 

f
 

證

節
 

m
. 

J. 

D
i
t
.

は

ケ

堂

る

f

。
デ
s

上
s

s

l

f大
體
一
致
せ
る

I

的
利
用

世
人
は
、
若
し
第
ー
の
刺
斷
に
し
て
疋
確
な
ら
む
か
>

,

實

際

上

に

は

第

二

.の

判

斷

も

亦

正

確

W

る
か
の
如
く
に 

取

扱

：ひ

つ

、
ぁ
6
。
快
藥
は
测
宛
し
#
ら
る
基
假
定 

假
令
之
を
立
說
す
る
能
は
ざ
る
も
のVJ

す
る
も
、 

決

し

て

：
菩

人

の

知

れ

る

事

K
に
背
馳
す
る
も
の
に
非 

ず
。「

故
に
■之
は

嚴

袼

に

言
：：

へ；ば
第
一
，
一
次
盼
假
定
さ

 
し
て 

f

有
S

得
べ
し
、
利
用
遞
請
の
®
論
は
斯
の
如

く

、 

JE
に
^
ら
し
き
假
定
を
難
礎
ミ
な
せ
る
こ
ど

は
■確
實
な 

::>
、
':
.
:而
も

可

成

充

分

に

事

實

を

：說

明

し

つ

、

も

，、

之
を 

立
瞪
す
名

こ

ど

不
可
能
な
り
S

言
は
.ざ
る

べ

か
ら
ず
。
 

«
ほ
こ
の
欠
撒
は
決
し
て
數
现
經
濟
學
に
固
有
な
る
も 

の
七
非
ず
。
却
て
I
の
數
理
經
濟
學
こ
を
所
謂Pareto;

の
選

擇
の
理
論
に
依
て
吾
人
を
感
情
測

定

の
問
題
及
び 

そ

^
含

包

す

る

假

定

よ

り

解

放

せ

し
ひ
る
毛
の
な

論
は
始
め
て
佛
人
技
师E

s
n
n
e

 

Jevenal D
u
p
u
i
t

の

一
著
作
の
中
に
發
表
せ
ら
れ
た
る
を
見
る
。
彼
の
論
文
の

@
的
ど
：す
る
所
は
、
公
共
事
業
が
社
會
に
及
す
利
益
を

::
測
定
し
、
且
つ
こ
の
利
益
の
大
さ
に
影
響
す
る
條
件
を

j

硏
究
す
る
に
ぁ
b
し
も
の
に
し
て
、
彼
は
之
が
研
究
に

利
用
の
槪
念
を
一
層
正
確
な
ら
し
む
る
を
絕
對
的
に
必

駆
な
り
S
信
じ
た
り
。
而
し
て
是
等
の
所
說
は
彼
が
之

を
¥
に
附
隨
的
な
る
も
の
ど
见
惟
せ
る
に
不
拘
、结
奇
、

j

彼
自
&
自
己
の
主
耍
學
說
.を
信
じ
た
る
も
の
が
そ
の
»

I

値
を
失
ひ
た
る
後
に
於
て
も
猶
世
に
聲
價
を
維
持
し
つ

、
ぁ
&
。
斯
の
如
き
現
象
は
學
界
に
於
て
®
々
散
見
す 

る
處
な
る
べ
し
，。

.
彼
に
從
へ
ば
、
刹
用
t
は
物
が
何
な
>
€
咨
人
0
欲

を

^
足̂
せ

I
む
る
^

な
-.

ク

は

袋

ふ

'
>

は
大
小
あ
b

得
る
が
故
に
、
そ
はr

個
の
數
量
に
し
て 

之
に
比
例
せ
る
他
の
數
量
を
尺
度
S

し
て
测
定
ぜ
?>
:
れ 

得」

ど
。
而
し
•マ
彼
は
こ
0
尺
度
を
ば
も
或
る
一
人
が
、 

そ
の
-欲
す
る
も
の
を
斷
念
せ
む
よ
り
は
、
寧
ろ
之
を
1# 

む
が
爲
に
，
敢
て
支
拂
は
む
^

す
る
貨
幣
額
を
以
て
表 

せ
る
犠
牲
の
最
大
限
度
の
ぅ
ち
に
發
見
せ
b
 

S信
じ
れ 

6
 

0 

3れ
.
r
Z

の
假
定
た
る
や
、
成
る
特
殊
の
場
合
を 

除くの外は一般に正確な言ひ

*

し
。
'

:

.

.思
ふ
に
、
同

一

物
も
多
く
0
消
費
者
に
對
し
て
各
 々

そ
の
有
す
る
利
用
の
高
さ
を
異
に
す
べ
く
、
又
同
一
物 

の
刺
用
は
同
一
人
に
對
し
て
も
異
る
事
あ
る
べ
し
。
そ

. 

:は
所
有
蹵
の
：增
加
に
伴
て
減
少
す
る
こ
ヒ
例
べ
ば
麵
雜
：'; 

一
片
に
»
し
て
も
零
よ
_ら
被
の
全
財
產
の
高
に
至
る
ま 

で
變
動
あ
b
得
べ
き
が
如
X
な
り
:0D

u
p
u
i
t

も
亦
、
利 

用
は
實
際
に
支
拂
は
る
、
：價
格
に
侬
て
侧
定
せ
ら
れ
ざ 

t

ビ
、
並
び
に
、
利
用
は
.如
何
な
る
場
合
に
も
偾
格 

よ
b
小
な
ら
ざ
る
こ
^
を
知
れ
^
s
o唯
、
彼
は
之
よ

第
十
八
卷(

H

ハ
四
九)

雜

.
錄

1

1

K
し
て
、
刹
用

■芒
實
.際
.に
支
柳
，*

S1.
る
、
價
格
ビ

0
間

.

Li

は 

何
等
の
關
係
な
し
ぞ
の
»
れ
る
結
論
を
下
せ
し
の
み
。

彼
は
上
述
せ
る
貨
幣
に
て
表
さ
れ
た
る
佥
部
刹
用
e

.實
際
に
支
拂
は
る
、
價
格
く
の
差
を
相
對
的
利
用
ぞ
名

つ
げ
た
る
が
、
こ

はM
a
r
s
h
a
l
l

の
所
謂「
消
費
者
^

剩」
V

略
-類

似

せ

石

も

の

な

ぅ

。
'
彼

は

刺

用

测

定

の

問

題

，は

其

の

著

述
の
最
大
の
目
的
な
り
し
に
不
拘
' 
之
に

充
分
な
る
解
決
を
與
ふ
る
に
至
ら
ざ
り
き
。

一
物
^
對

.

し
て
支
拂
は
む
ビ
す
る
價
格
は
、
單
に
I
の
物
の
利
用

に
ょ
る
の
み
に
非
ず
し
て
、
同
時
に
他
物
の
利
用
、
そ

.れ
ら
の
價
'格
及
び
該
個
人
の
富
の
程
度
如
何
に
ょ
る
。

さ
れ
ば
、
他
のJ

切
の
條
件
が
何
ら
變
化
せ
ざ
る
場
合

の
外
は
，
利
用
K
價
格
ミ
の
間
に
等
式
又
は
比
例
成
を

設
く
る
は
不
可
能
^
り
ぞ
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

.
■:
彼
は
、數
學
が
經
濟
學
に
應
用
せ
ら
名
べ
き
事
、
及
び

若
し
今
日
ま
で
そ
の
企
畫
が
成
功
せ
ざ
り
し
ど
せ
ば
、

を

は「

數
學
者
が
適
當
な
る
計
算
を
施
さ 

し
に
由

奴
け
る
利
用
遞
減
理
輸』 

.

.
笫
十1

號

ナ

一

フ
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利
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第
十1

號

る」

：
も
の
な
る
こw

^

確
信
し
、
：自
，ち
本
文
中
の
學
說

. 

を
、
幾
何
學
的
に
示
さ
むW

試
み
て
之
を
成
就
せ
り

。

. 

即
ち
今
、
縱
軸
上
の
0
:̂
を
以
て
ー:

物
の
價
格
が
零
な 

る

に

消
费
せ
ら
る 
> 
量
ヒ
し
、O

P

を
以
て
最

10 

の
：
1

位̂
に
支
佛
は
む
ビ
す
る
最
高
價
格
、

〇
p
を
以 

て
實
際
に
支
拂
は
ふ
、
價
格
、

：
.on

:

を
以
て
己
の
價
格 

に
於
て
m
費
せ
ら

る

、
最
ど
す
。
然
る

^
き
.は
、
15
菌

0
.
N
P
.

:は
簡
« 

に
言
へ
ば
三
角 

形VJ

假
定
し
得
：
 

ベ
く
し
て
、(

實 

際

は

は

祓

、
 

雜
な
る
曲
線
を 

な
す〕

、
該
物
の 

全
部
利
用
を
示

し
、
不
等
四
邊
：':
' 

o
q
n
p

形
は
消

費
さ
れ
た
る
部
分
の
全
部
利
用
ち
矩
形
〇
ゼ
”
は
支
» 

は
れ
た
る
價
格
"
三
词
形b

p
p

の
面
積
は
消
费
さ
れ
，た 

|る
:1
:
の
相
對
的
利
用
を
示
す
。
若
し
惯
-格
が
〇
で
、
に
騰 

貴
せ
ば
、
支
拂
额
はo

q
〖np

「

に
由
て
計
ら
れ
、
相
對
的 

禾
用
はn

、p
、p

に
由
て
测
ら
る
ベ
し
。
又
若
し
反
*
^
' 

價
格
が
o
p、、
に
下
落
せ
ば
、
相
對
的
利
用
は
1
%
づ 

€
な
る
。
E
に
M

が

租
税
を
示
す
も
の
ど
せ
ば
、
そ 

は

悄

费

量

の

全

部

利

用

の

，減

少

を

來

し

、

租

桃

，
の

增

-(
/
|
1 

e
共

に

始

め

.は

そ

の

積

は

敬

加

す

る

も

次
に
は
減
少
す 

る
に
至
る
べ
し
、
一K
々
。
 

：

V

是
等
四
.個
の
圖
形
は
彼
の
本
文
を
例
示
し
又
冏
股
せ

る
に
過
ぎ
す
。
彼
は
こ
れ
.
よ
，り
何
ら
の
新
關
係
を
求
め

むw
せ
ざ
り
さ
。
さ
れ
ざ
是
等
の
形
は
、
常
に
經
濟
的

公
迎
を
數
學
的
に
表
す
の
项
能
な
る
^

若
し
ぞ
；
0

使
用
法
に
謬
な
く
ん
ば
普
地
の
立
論
$

等
し
く
芷
し
き

結

果

を

而

も

こ

れ

よ

り

容

易

に

與

ふ

る
t

、
從
て
少 

く W

も
理
論
：上
.は
：.普
通
の

4
66
.卿を以てしては■
近
す

も

I

能
は
ざ
る
が
如
さ
新
關
係
を
發
見
す
る
に
効
果
め
る
こ 

i

を
示
し
得
る
な
^

N

o

i

,

:
彼
の
論
文
は 

A
B
a
l
e
s

 

d
e
s

 

p
o
n
t
s

 

e
t

 

c
h
a
u
s
s

a>> e
s

 

に

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

....

 

,

於
て
ニ
個
の
®
論
を
喚
趄
せ
る
も
、
ぞ
は
大
部
分
の
經 

濟
學
廣
に
認
め
ら
る
V

*
な
か
ら
し
を
.以
て
、：

從
て
.利 

用
遞
減
論
の
發
達
に
何
等
の
影
響
を
及
す
f 

V 

iな
か
K
V

第
四
節 

H. 

H
_ 

Q
o
s
s
e
n
,

G
O
S
S
3

は
、
新
學
說
の
M
則
を
確
宛
す
る
を
以
て
滿 

足
せ
す
し
て
"
之
を
數
學
的
^
表
し
之
ょ
り
或
ひ
は
幾 

何
學
的
に
或
は
微
積
分
的
に
，多
く
の
結
論
を
抽
出
せ
む 

V

 

試
み
た
谷
。
彼
の
著
#

E
n
t
w
i
c
k
e
l
u
n
g

 

a
q Q

e
s
^
2
e

 

d
e
s

 

m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
n

 

V
e
r
k
e
h
r
s
,

 

u
n
d

 

d
e
r

 

d
a
r
a
u
s

 

fliess- 

e
n
d
e
n

 

R
e
g
e
l
n

 

fiir 

m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
s

 

H
a
n
d
e
l
n
.

 

ID0
h
4 

ン 

は

.
；

S
.

 

g
e
v
o
n
s

の
時
に
至
る
.ま
で

；
全
.く

忘

却

せ

ら

れ
居 

，た
る
が
、
偶
々一

八
七
八
年
頃
後
者
に
發
見
せ
ら
れ
て 

よ
办
學
界
の
注
目
を
惹
ぐ
に
至
れ
•り
。

被
の
著
書
は
疑
も
な
く
興
味
深
き

i
の
.な
れ

v

sそ 

の
數
學
式
を
假
令
近
似
的
に
檢
證
せ
む
が
爲
に
も
餘
り 

に
長
時
間
を
要
し
て
、
人
を
し
て
之
に
堪
へ
ざ
ら
し
む 

，も

の

あ

り

。

數

學

應

用

の

.企
畫
S
し
て
彼
の
著
作
は
根 

I,,

本
的
の
欠
陷
を
有
す
。
，：軍
に
画
數
的
關
係
め
る
に
過
ぎ 

|

さ
る
場
合
に
敢
て
嚴
格
な
る

.

比
率
關
係
あ
り

F

•せ
る
® 

が
即
ち
是
れ
に
し
て
> 
幾
何
學
的
に
言
へ
ば
曲
線
を
用 

i;
ふ
.

V

き
ど
&
fc
直
線
を
代
用
せ
る
も
の
な
り
。
乙
の
誤 

|

»
の
結
果
"
彼
の
數
學
式
は
一
般
に
眞
な
b 

S認
む
る 

™
能
は
ず
。
勿
論
そ
の
或
る
も
の
は
相
當
IE
確
な
る
も
>
: 

j

之
等
は
記
號
を
用
ひ
中
と〜

同
獴
IE
確
に
發
見
せ
ら
れ 

得
る
も
の
な
り
。

\

彼
の
所
論
は
左
の
如
く
要
約
せ
ら
る
べ
し
。

J

物
の
連
續
的
諸
墙
位
に
ょ
>
て
得
ら
る
、
快
藥
は 

;
.
常

に

同

一た
る
こ
i
な
く
、
數
量
の
增
加
に
伴
て
減
少 

す
。
快
樂
が
數
量
士
し
て
論
せ
ら
る
、
も
の
ど
せ
ば(

尤
：
 

も
彼
は
之
に
關
し
て
何
等
論
ず
る
處
な
し
：

T

快f

木
の

第
十1

號 

一
一
H
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十
八
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る
利
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遞
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输J



苹

八
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c
! 

-
KJI
M〕

雜

錄 

火
さ
は
數
.*
の
雨
數
な
ト
士
去
ふ
を
得
べ
し
。
之
を
幾 

.何
學
的
1:
1
1へ
ば
"
先
づ
樹
軸
上
に
消
®
咨
る
、
物

の
■
 

數
鸯

S

I

; 

. 
qa -

を
示
し
縱
舯
は
各
軍
位
に 

i

i

t

る
、
快
樂
0
犬n.(

快
樂
0
强
度
}を
示
す

,
も

0
占

甘

ば

>
そ

'の

高

さ
は
.：漸

•；
 

F

\

®

^

次
滅
少
す
べ
し
。
面
續
名

0
ゥ$ \ 

i

 

V
;

:

は
該
物
め
消
f

 

6
绝

ず

る

快
" 

樂S,

全
.體
釔
が
す
。
彼
は
"
快 

乂

擎

4
;

:;:
-」

樂
は
®

續
的
に
減
.

少

し

、
縱 

u .
^

21_

M
J
線
の
顶g

は
述
續
曲
線
上
に
ぁ

^■
-

-

-

-̂ 

,
り

、

且

つ

こ

の

曲

線

は

大

體

に

.：
；

::
,
:於
て
腐
線
に
近

&
も

の

に

し

I 

て
：
、
：
許®
を
簡
單
な
ら
し

.む
：る
爲
に
爾
後
、
直

線

を

採； 

用
す
べ
し

i
爲
せ
り
。

,

個
々
0
物
の
使
用
價
値
は
、
そ
が
吾
人
に
與
ふ
る
快 

樂
に
ょ
-
て̂
測
定
さ
る
。
從
て
こ

の
使
用
價
値
ば
同I 

•

^

^

^

■
の
物
に
.っS

て
も

.
■̂
な

る

相
^

の

に
'

し
.

$
,け
る
刺
.用
襲

鄕

論』 

笫

十

ー

鉞

一

一

四
 

て

、

快

樂

i
If
y
じ

く

，擻

量

：の

增
®
に

.伴
て

減

少

す

。

節
單
な
る
歡
學
.的
立
.論
^
ょ
^v

て

(

複

雜

な

島

•

通 

の
立
論
を
以
て
之
に
代
ふ
る
も
可
な
り)

、
次
の
.公
理
を 

得

べ

し

。

「

最
.大

满

足

を

#

む

が

爲

に

は

K
力
を
、
種
 々

の
宿
用
な
る
物
#
の
0
^
v
そ
の
各
種
の
物
の
最
後
の 

m
位
ょ
ら
#
ら

る

、

使
用
價
値
が
等
し
く
な
る
が
如
く 

I

に
分
，
配

せ

ざ

る

べ

か

ら

す

J

 

i

gふ
こ
：
S是
れ
な
9
リ
 

「

是
れ
近
代
純
理
：經
濟
學
に
於
け
る
根
本
公
理
の
初
步
の 

'形
式
？

。
'' :
^

:

’
“

:::

彼
は
又
"
.生
溝
勞
働
に
*
て
生
す
る
苦
痛
を
幾
何
_ 

I
的
に
表
さ
.む
士

し

、

次

で

快

樂

の

獾

得

に

要

す

る

'勞

働 

_
:を
：斟

酌

し

て

快

樂

の

總

®
を
.表

さtf
€
せ
り
。(

阻
し
そ 

.

.の
方
法
れ
る
甚
だ
し
◊

«雑
な
る
を
免
れ
ざ
り
き)

V
こ
の
無
數
の
數
學
式
.の
.目
的
す
る
ミ
こ
ろ
は
、
快 

:

樂
の
總
量
に
影
#
を

及
す
ベ
.
き

種
々
な
る
數
最
間
に
數 

量
的
關
係
を
立
つ
る
に
あ
り
。
さ
れV 」

こ
れ
ら
の
. 

式
は
、
前
述
の
如
く
大
部
分
は
價
値
公
有
甘
.ず
。鹰
線
の

假
足
を
離
れ
て
得
ら
れ
た
る
結
*
の
或
る
も
の
は
花
確 

.

な

言

ふ

を

#
ベ
け

，れ
.で
も
、
是
等
は
極
め
て
初
步 

的
な
る
も

©
に
し
て
、
m
に
是
等
の
み
を
以
て
し

'r'は 

极
雜
な
る
數
學
式
及
圖
;»
を
用
ふ
る
の
必
要
な
る
所
以

を
是
認
す
る
を
得
ず
。 

.

彼
の
交
換
論
は
上
述
の
.玴
論
の一

推
論
た
る
も
の
な 

t

即
ち
彼
は
ニ
貨
物
間
の
交
換
法
則
を
發
見
せ
む
と 

し
て
、
最
大
利
用
の
條
件
を
求
め
た
る
も
の
に
し
て
. 

そ
の
思
®;
せ
る
も
の
は
絕
對
的
極
大
、
即
ち
社
#
全
體 

-

に
取
り
て
の
最
大
利
用
な
り
。
此
の
®
-;
<
:刺
用
.の
實
現 

、せ
ら
れ
む
が
爲
に
は
、「11

货
物
は
其
の
交
換
終
了
後
、 

各
貨
物
ょ
^
受
く
る
最
後
の
分
子
’か
兩
交
換
者
に
i
つ 

て
同
1

0
價

値

を

有

す

，
る

が

如

く

に

.雨
交
#
者
の
間
に 

分
配
，せ
ら
る
、
を
耍
す」

。
而
も
彼
は
、
乙
の
法
則
は
現 

.在
の
經
濟
狀
態
の
下
に
於
て
ば
、
勢
働
の
自
由
及
び
職 

:業
®
擇
.の
.自

由

に

由

て

實

現

せ

ら

る
V
も
の
t
.信
じ
た 

然
れ
典
、
彼
の
假
定
せ
る
事
實
を
離
れ
て
は
、
之

が
實
際
に
適
用
.さ
る
、
あ
.ら
ん

.が

爲

に

は

興

る

人

の

間 

の
感
情
を
測
定
し
得
を
こ
}
を
要
す
る
も
、N?

の
笫1 

要
伴
は
充
た
さ
れ
ざ
る
を
以
て
、
：彼
の
法
則
は
吾
人
，の 

.

.達
す
.る
理
想
ふ
し
て
....

さ
' へ
.も
.支
.持
す
る
.
^
.得
ざ
^
な 

|

り
。』

，猶
、彼
の
著
書
の
中
に
は
更
に
地
代
及
資
本
還
元 

| 

:
0數
學
的
硏
究

 ̂
土
地
國
$

の
提
案(

及
び
之
が
實.. 

|

ン
施
に
_
す
る
®
密
な
る
訐
箅)

、及
び
利
用
の
數
字
的
大 

.
さ
を
锻
見
し
、
，之
が
遞
減
の
眞
の
法
則
を
樹
立
す
る
硏 

究
法
等
の
述
べ
ら
れ
あ
る
を
見
る
。
，是
等
の
硏
究
は
多 

〜

の
圖
形
及
数
學
式
を
包
含
す
士
雖
も
、
何
れ
も
何
等
：
 

;'
.
:の.價
値
を
有
す
る
も
0
に
非
肀
。

斯
の
如
く
彼
の
敝
.理
經
濟
學
上
の
業
績
は
不
成
功
に 

一
終
り
た
る
も
の
に
し
て
、
現
に
殘
存
す
る
は
單
に
斷
片 

的
な
る
も
の
に
過
ぎ
す
、
疑
も
な
ぐ
、
是
等
の
斷
片
は 

相
常
®
價
値
を
有
し
、
加
ふ
る
に
從
來
數
量
的
測
定
並 

,:

び
.に
數
最
的
.取
扱
を
な
し
得
ざ
る
も
の
占
誤
b
論
せ
ら 

:れ
た
る
諸
問
題
も
败
學
の
援
用
に
由
て

表
示
硏
究
せ
ら
.

笫十

1

號

こ

五

第
十
八
卷
こ
六
五
竺

)

0

錄

『

數
现
學
派
|:
-於
け
る
利
川
遞
減
理
論
0=
3
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筋

十

八

卷

(

ー
.六

$
四〕

雜

.

.錄

『

儆
理
學
派
に
於
け
る
利
用
遞
減
理
論

』

丨

笫

十

ー

號

ニ

六

.

る
べ
き
所
以
を
明
か
に
せ
：る
も
の
な
る
が
、
不
幸
^
し 

:

.

て
是
等
の
諸
點
ば
彼
が
其
の
著
眷
^

認
め
た
る
重
要
の
.
 

程
度
に
比
し
て
及
ば
ざ
る
こ

と

遙
か
に
遠

き

も

の

あ

6

:

す

。； 

.....

„

.

.

.

さ
れ
ざ
彼
の
央
敗
を
以
て
赦
學
的
硏
究
法
反
對
の
具 

:

J 

ニ
と
は
爲
す
可
か
ら
.ず
o
:そ
は
單
に
>
,數
學
的
方
法
は
假
：
 

:令
1£
確
な
る
原
則
に
適
用
^
る

:\
:
ぜ
き
ふ
雖
も
、
そ
の 

,

用
法
甚
だ
困
■
に
し
て
犬
：な
も
熟
練
.ど
注
意
^
を
要
す 

る
こ
と
を
示
し
、
出
發
點
1
2於
て
：植
か
0
不
正
確
を
許 

容
す
る
場
合
に
は
結
局
重
大
な
る誤

！！

に
陷
る
所

以

を
 

示
す

:̂
過
ぎ
す
。
 

'

(

胜)
班

：-

L
1T
-
確

！1

苠
へ
ば
彼

|1
橄

軸

上

1:
一
物
の
消
毀
の
繼
續
す 

パ
！
る
時
間
の
長
さ
或

it
之

^
1
,般

的
|-
言

へ

ぱ

快

樂

か

生

す

る

一

切
 

の
行
爲
の
賴
績
マ
る
時
間
の
長
さ

^
示
す
。

さ
れ
ど
、
取
に
經
濟 

財

の

み

か

對

象

尊

る

f

、は
、
彼
の
云
ふ
が
如
く
に
消
毁
が
繼 

^
す
る
時
問
は
、
こ
の
揚
合

|:
ば

取

に

消

聚

§
る

.，
1:
が
示
す

|:
: 

過
ぎ
す
。 

. 

:

第
^ :

節

(^

し
ミ
爸
か
ニ
^
利
用
浬
論 

單
k
時
の
前
後
を
標
準W

し
て
見
れ
ば
⑴
•
 

く
。
3
W 

は
彼
以
前
に
於
て
旣
に
唱
ベ
ら
れ
た
る
學
說
を
發
展
完 

成
せ
し
め
た
る
に

過
ぎ
ず
。，
さ
れ
ざ
彼
は
先
人
の
著
作 

|

あ
る

を
識
ら
V

O
き
。：
是
等
先
人
は
全
く
學
界
に
忘
却 

せ
ら
れ
、
之
に
對
し
：て
批
評
を
下
す
が
如
き
^
さ
べ
も 

あ
ら
f

し
な
り
。
之
に
反
し
て
、
彼
の
著
作
の
現
は 

i

、
や
"
直
ち
にW

a
l
r
a
s

:の
最
初
の
數
學
的
著
作
出 

版
せ
ら
れ
、
此
處
に
論
.ず
る
問
題
に
關
し
て
一
般
の
興 

味
を
喚
起
せ
&
.
°
彼
の
學
說
は
益
々
多
く
の
經
濟
學
者 

の
採
る
ぞ
こ
ろ
ご
な
り
、
或
は
外
國
語
に
飜
譯
せ
ら
れ 

て
深
甚
の
論
爭
を
惹
起
し
、
爾
後
の
硏
究
の
出
發
職
を 

一
成
す
る
に
至
れ
9
。
さ
れ
ば
'

世
人
が
彼
を
目
し
て
新 

學
說
の
祖
さ
仰
が
む
^
す
る
は
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な

彼
は
こ
の
新
學
說
の
原
理
を
先
づ一

八
六
ニ
年
，
英 

國

協

會

に

於

て

發

表

し

、

次

で

.之

を

そ

の

著

T
h
e

 

T
f
i

丨

r
t
o
r
y 

O
H 

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y

 (

I
OO
T
-
I

)

第
 

一
 

s
 の
中

二

鈕

織

的

に

論

述

せ

り

。

該

書

は

，第
一
：

1版
に
於
て
些
少
0 

修
芷
を
；加
へ
ら
れ
た
る
も
：
利
用
.及
價

値

の

理

論

に

'
は 

殆
ざ
何
等
影
響
す
る
處
な
し
。
':
-

:

:

:

:

…

■:
:
彼
は
®.
濟
學
を
以
て
快
樂
及
び
苦
痛
の
理
論
な
^

 ̂

し
、
：‘之
を
ば
、：
人
が
最
少
の
：苦
痛
を
以
て
最
大
の
滿
足 

を
濺
得
せ
ん
が
爲
に
彼
の
努
カ
及
資
本
を
分
配
す
る
方」 

法
を
硏
究
す
る
-斜
學
の
，惫
に
解
す
べ
き
も
.の
^
な
せ 

k
^
o 

,

そ
の
觅
地
はG

O
S
S
S

 :

ど
同I,

に
し
て
、
利
用
.の 

.

硏
究
も
®
だ

し

く

酷

似

せ

り

。

】
く

：.『

利
用
は
二
人
の
へ 

_

福

の

增

加

量

に

ょ

り

て

测

定

^

る
、
も

の

，®:
は
之
一 

マ

」

全
く
同I

の
も
の
ど
姐
_
せ
ざ
る
可
ら
中
。
こ
は
獲 

得
せ
：る
快
樂
、
及
び
節
約
せ
ら
れ
た
る
苦
痛
の
總
量
を
; 

示
す
適
當
な
る
名
稱
な
6』

ド
”
。

……
……

 

.こ
の
：理
論
を
論
す
る
に
當 
>
て
も
彼
は
遙
か
に
先
人 

を
凌
駕
せ
り
。
第i

に
そ
の
明
確
な
る
こ
^
驚
嘆
に
値 

レ

V

第
ニ
に
そ
の
理
論
攸
0.
0
5
5
0
〒
^

比
し
て
«

か
に

婼

十

八

卷

(

1
六

五

3?
.

>

雜

ぃ

錄

『

數
想
學
派
に
：

嚴

密

完

全

な

る

を

見

る

。

J
e
v
o
n
s

の

著

帯

の

中

に

は

感
 

」

情
測
笼
問
題
の
周
到
な
る
硏
究
"
利
用
概
念
の
秀
拔
な 

る
分
析
"

及
び
全
部
利
用
ビ
利
用
の
高
3
 V」

の
間
に
於 

け
る
重
要
な
る
差
別
等
說
叨
せ
ら
れ
居
れ
り
。

.:
;■

彼

の

利

用
遞
減
の
法
則
は
選
擇
せ
ら
れ
だ
る
例
示
ミ 

.:
否
寫
す
可
ら
ざ
る
推
論
e
に
ょ
り
て
支
持
さ
る
、
も
の 

:

な
る
が
、
而
も
彼
の
最
大
の
貢
献
は
彼
が
世
に
始
め
て 

刹
用
論
を
數
學
的
形
式
に
表
し
た
る
a
に
あ
り
€
言
ふ 

べ
し
。
0
0
5
5
3
>?
:
同
じ
く
>
彼
は
圖
形
を
以
て
快
樂
の 

强
度
及
利
用
の
高
さ
を
示
し
た
る
が
、
幸
に
し
て
そ
の 

:圖

形

中:*
'
折

線

の

極

限

れ

る

べ

き

不

足

形

曲

線

を

採

用 

せ
る
が
故
^
前
者
の
陷
れ
る
g

®5r

脫
す
る

を
#

れ 

b
。
貨
物
の
消
费
量
を
橫
軸
上
に
表
せ
ば
、
各
a

に
對 

應
す
る
利
用
の
高
S
は
是
等
諸
謝
に
於
け
る
縱
線
に
由 

て
表
す
を
#
べ
し
。(

第
1

〗

一
胸
參
照)

.

.
折
線
に
代
ふ
る
に
曲
線
を
以
て
せ
ば
重
耍
な
る
即
題 

を
生
す
べ
し
"
之
が
爲
に
は
消
費
量
並
び
に
利
用
の
高 

;

5

け

る

利;1
1

遞

減

理

論

』

k 

第

十I

號

一

一

セ



饬
十
八
验
，

(
1

六
五
六〕

;

'

.

 

i 

o

i

的
に
增
減
す
ノ
然
れ 

:w 

\

折
線(

非
連
續
函
數
},釔
認
容
す
る
は
■
ぼ
に
不 

便
に
し
て
、
殆
ざ
t
の
理
論
を
數
學
妳
に
展
開
す
み
を 

不
可
能
允
ら
し
む
る
に
至
ら
む
P
數
學
者
が
連
續
的
變 

励
を
假
定
す
る
に
至
b
し
は
茲
比
遊
く
な
6
。

:

こ
は
旣
：に
@
人
が

0
§
3
容

の

.
需

給

法

則

を

硏

究

す 

る
に
'
際

し

て

遭

遇

せ

る

所

な

る

が

、

そ

の

®

八
ロ
に
は
消

費

め

备

體.に
生

じ.た
.る
個

々

：
の.變
'動

即

ち

實

際

に

は

極 

め
て
微
小
な
る
變
動
を
論
せ
る
が
故
に
、
折
線
も
實
•際

雑

.
錄

『

败
理
舉
派
|;
於

け
る
利
用
：遞

減

规

論

1
1 

丨

：
第
十
一
號
..1

1
A 

n

•は
連
績
的
に
增
減

.
に
は
連
續
曲
線
に
接
近
しr

後
者
に
代
ふ
る
に
前
着
を

供
て
す
‘る
も
著
し
き
誤
認
を
來
す
«
な
き
を
得
化
^
0 

然
る
に
今
吾
人
の
論
ず
る
は
個
々

的
數
量
に

し

て
腐
接 

に
之
を
綜
合
す
る
能
は
ざ
る
も
の
な
り
。Jevons

は
充 

分
'こ
の
困
雛
を
考
腐
す
る
に
は
.免
ら
ざ
6
し
が
如
く
、 

が
く
し
てo

g
r
n
o
t

の
立
論
に
類
似
せ
る
立
論
を
以
て 

こ

，

の
困
_
を
.
解

決

し

得

れ

り

 
<
 

信

じ

れ

り

。

風

ふ

.
に 

C
o
u
r
n
o
t

は

こ

の

場

合

：、
：暗

默

裡

に

一

群

の

共

通

利
用 

な
る
槪
念
を
假
定
せ
る
も
の
な
る
が
、
若
し
利
用
を
以 

て 
一J
e
vo'
-
n
s 

fふ
が
如
さ
前
述
の
意
義
即
ちopheu, 

I

,

0意
義
に
«
せ
ば
，
卜
群
の
：有
す
る
平
均
利
用

 ̂

ろ
槪
念
は
.
.之
.を
.許容す可らず。-
何
れ
ば
バ
興
る 

人
の
間
の
利
用
を
.比
較
衡
最
す
る
は
不
可
能
な
る
を
以 

て
な
&
。
連
續
遞
減
の
法
則
は
理
論
ヒ
個
人
に
對
し
て
：
 

眞
な
b V

の
斷
定
は
、
之
を
立
©
す
る
能
は
ず
、
又
作 

成
す
る
能
は
.す
。
そ

：
は

單

に

、

若

し

菩

.人

の

消

#
を

無 

限
.

小

一

に

分

割

し

得
.

る

，
も■
の
t

し

、

且
'

つ

之

に

對

應

す

る
.
.

す
ベ
き.
を

!1
め

.

ざ
る 

可
ら
ざ
る
.こ
v

\

即 

ち
避

.

れ
な
り
。
事
實 

五〕

人
の
知
れ
る
變
：動 

は
常
に
或
.も
大
さ
に 

し
十 

從
て
消
費

*

 

及
そ
の
刹
用
は
斷
續

無
限
小
の
快
樂
を
»
算
し
得
る
も
の
ぎ
せ
ば
，
こ

0.
快

的

變

化

を

以
て
す
る
は(

少
く VJ
も
靜
的
問
題
^
研
究 

::
樂
の
陬
度
が
連
績
的
：̂
減
少
す
る
ご
^
を

础

認

す

る

を

に
あ
り
て
は)

合

理

的

な

り

ぞ

斷

定

し

て

可

な

^

^

何 

得
む
、
ざ
：の
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
。然
る
に
前
述
の
ビ
な
れ
ば
ノ
こ
の
許
容
の
結
果
は
經
濟
行
爲
の
全
體
に 

..
如
く
プ
心
理
學
は
快
樂
の
性
質
に
關
し
て
充
分
に
之
を
就
て
は
殆
^
正
確
な
る
を
以
て
な
タ
。
勿
論
斯
の
如
き 

._
明
す
る
€
乙
ろ
な
ぐ
、
.從
つ
て
吾
入
が
蔽
接
に
經
驗
| 

■
方
法
は
ー
耽
⑴
に
參
加
す
る
各
人
の
裡
に
生
す
る
心
理 

:す
る
相
違
の
：域
を
脱
じ
て
其
の
相
違
を
論
ず
る
は
.危
險
：

- -
的
經
過
、
又
は
#
人

が

こ

の

際

行

：ふ

行

爲

を

正

，確

に

指 

を
敢
.て
胃
す
の
興
あ
6
。
：方
法
論
0
見
地
ょ
り
せ
ば
"

';
示
.す
る
事
な
'̂

の
み
か
い
反
つ
て
是
等
の
行
爲
の
成
る- 

彼
の
：斷
定
は
敢
に
近
似
的
な
る
も
0 ;
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
謬
れ
る
結
果
を
得
る
に
至
る
乙
ビ
あ
る
べ
し
。
さ
れV 」

:に
し
て
、
又
吾
人
の
實
際
的：

觀
察
を
以
て
す
る
も
そ
が
：：

|

經
濟
學
に
あ
り
て
論
す
べ
き
は
個
人
的
問
跑
に
非
ず
'
-. 

，極
め
て
槪
括
的
な
る
近
似
た
も
._は
明
か
な
を
.。(

但

し

菩
.'
'.
是

等

の

誤

謬

が

一

般

的

結

果

に

及

ぼ

オ

影

響

に

つ

ぃ

て 

人
が
刹
用
を
云
々
し
得
る
唯
1
0埸
合
"
耽
ち
個
人
的
：

は
次
に
論
ず
る
こ
ビ
、
せ
む
。

祺
實
に
關
し
て
は
、
猶
と
の
利
用
な
る
槪
念
は
實
際
に
.
.折
線w

之
に
代
用
さ
る
、
曲
線
ど
の
差
は
、
法
則
の 

は
寒
し
き
妨
整
さ
な
る
‘
の
に
し
て
ァ
選
擇
理
論
を
以I

結
果
に
非
ず
し
て
、
成
る
偶
發
的
原
因(

例

.へ
ば1

物 

て
せ
ば
理
論
ば
之
ょ
6
も

1»
.̂
ば
ら
し
む
|る
を
得
べ
を
或
る
程
度
以
上
に
分
割
し
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
皮
、
又 

し
。：，：さ
れ
ぎ
兩
者
の
間
に
は
根
本
的
の
相
違
あ
.る
に
非
は
菩
人
の
感
情
、の
微
小
な
る
差
を
明
瞭
：に
测
定
し
ぅ
ベ 

す
デ
.是
れ

吾

人

が

こ

の

：
問

題

^
兹
に
論
ず
る
'所
以
な
か
ら
ざ
る
事
の
如
に
起
因
す
る
も
の
な
り
。
さ
れ 

6
J
然
れ
r
も
#
人
は
師
續
的
變
化
に
代

ふ
る
に
連

績

«:
連
繳
函
歡
を
認
容
せ
ば
多
少
の
觊
謬
を
來
す
を
免
れ

锻
十
’八
银
へ
ふ
ハ
芄
七)

雜

錄

『

•数
理
擧
派
に
於
け
る
利
用
遞
減
现
論』

：；

激
十
一
雛
一
一
九



第
十
八
卷C

I
S
,
,
)

雜

錄

『

數
■

派
に
於
け
る
利
用
i

理
論』

ざ
る
べ
し
。
然
れ
ざ
も
若
し
相
當
長
期
間
に
屋
り
て
經 

濟
视
象
の
蚤
體
を
考
察
：ぜ
ば
、：

取
引
高
は
多
最
に
上
今 

ベ

，

が

故

に

、

各

個

人

の

消

©
、
I從v

上
記
の
認
容
よ
：
 

b
生
ず
？)
誤
®
の
及
ぼ
す
影
響
は
殆V 」

無
限
小
^
な
る 

に

至

る

ベ

く

、
又

"
正

或
は
負
の
•誤

謬

を

生

す

る

乙M

あ 

るV

き
が
故
に
、
是
等
を
餘
合
せ
ば
誤
懲
ば
.互
に
相
殺
；
 

「

，せ
ら
.る 
>
こ
ビ
あ
る
べ
し
。：
消
費
連
續
.の
假
定
.よ
b
生 

ず
る
a
論
上
の
平
衡
！

s

は
，
.
吾
人
が
社
會
全
體
に
影
變 

を
及
ぼ
す
現
象
を
對
象
^
す
る
の
多
き
に
比
例
し
て
、
 

斷
績
的
變
化
に
對
應
す
る
平
衡
點
に
益
^
接
近
す
る

 ̂

至
る
ベ
し
。
さ
れ
ば
こ

の

第

一

の

硏

究

方

法

よ
b
注

ず 

る

：ー

般

的

假

定

は

充

分

.1
£
確
に
し
.で
>
從
て
之
を
認
容 

す
る
の
妥
當
な
る
所
以
は
‘明
か
に
立
■
せ
ら
る
べ
し
。

:

次
に
：、：
余
は
讀
若
が
土
述
の

.認
容
と
：
大
體
之
に
類 

似
せ

.る
も
而
も
鸵
に
吾
人
が
拒
不

|-
>せ
：る
直
線
形(

1
密 

な
る
比
例〕

の
認
容
ど
の
差
に
注
目
せ
ら
れ
む
こ
：ど
t 

希
望
す
。
後
者
に
あ

i
て
は
V
曲
線
の
確
定
形V 」

直
線

第
十一

號

s

o
 

さ
の
差

は
利
用
遞
減
を
支
配
す
る
法
則
ょ

り

來
る
も

の
 

に
し
て
、：

吾
人
は
犯
さ
れ
た
る誤

！！

の
結
果
が
互
に
相 

殺

さ

る

、
も

の

と

假

定

す

べ

5
何
等
の
现
03
を
.
有

せ 

.
す
。
反
つ
て
そ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
に
相
加
は
る
こ
S 

|
::
明
か
な
4
。

多

く

.の

經

濟

的

事

實

は

曲

線

形

に

依

極

す 

る
も
の
に
し
•て
、
例
へ
ば
需
要
の
伸
縮
性
の
如
き
こ
れ 

f

0か

、

る

條

件

の

卞

に

於

て

，は

斯

の

如

&

認

容

は 

明
白
に
.奪
斷
的
に
し
て
當
然
拒
否
せ
.ら
る
ベ
き
な
り
^

I:

す

..
0

以
上
論
す
る
€

乙
/)
聊
か
枝
葉
に

W
Fた
る
が
、
次 

に

J

i

gの
示
せ
る
利
用
遞
減
の
法
則
に
つ
§
て
論 

せ
む
に

> 
該
法
則
は
解
析
的
に
略
-
次
の
如
く
表
す
こ 

ぞ
を
得
べ
し
。

u:
を
全
部
利
用
、
乂
を
數
景
ビ
せ
ば
ノ 

Uは

X
の
闽

數
な

6

?言
ふ
を
得
べ
し
。
^
に
增
分
坪
を
附
加
せ 

ば
、
そ
は
同
記
號
の
增
分

AU
を
件
ふ
べ 

利
用
の

高
さ
：は…

^

に
し
て
そ
の
極
限
は
—

な
り
。

-,

彼
が「

最
終
利
用
の
高
'？
しv

稱
せ
る
は
、
.こ
の
微
係

I 

: cTu

;
:

數
に
，し
て
、そ
れ
自
身x

の
減
少
函
數
、
即
^
皆
“ <

0

f

o

r

r

 

:

.

V,

彼
は
.简
m
に
し
て
而
も
全
ぐ
數
學
を
用
：ひ
ざ
る
言
語
：
 

上
の
推
論
K
依
て
一
物
が
多
種
な
る
用
法
を
有
す
る
時 

は
、
.

1

5

,y;
が

な

 

る

，方

程

式?:
滿
足
す
る
が
如
く
に
分
配
；せ
ら
る
ベ
き
を 

立
證
せ
办
ダ
こ
の
方
程
式
中
の
^
、
み

；
は
物
の
有
す 

る
®
々
«
る
用
途
に
供
-#
ら
れ
穴
る
時
の
全
部
利
用
を
. 

示
す
I
の
な
り

,°

:

.
猶
>
:彼
は
以
下
十
五
頁
に
百
1
て
右
式
の
甚
だ
奇
な
；
 

る應用を試みたそは

>

分

配

す

：る
：て

せ

を

論

せ

る

も

の

な

>
'o
今
、
，.1

定
量
の 

物
を
n
日
間
に
消
費
す
ベ

&
も
の
S
し
、

を
以
て
各
一
日
に
充
當
す
べ
き
最
ビ
レ

V

d
u
、  

d
u
n

 

n
 

ax
l 

a

 

ay 

'.r :

笫
十
八
猞(

1

六
五
九)

等

を

消

費

の

當

日
‘に
於
け
る

利
用
の
高
.さ

せ

せ

む

。
班
 

に
こ
の
外
に
も
、
假
定
せ
る
日
に
消
費
が
實
際
に
行
は 

る

、

確
率
ぞ
將
來
の
快
樂
を
威
知
す
る
能
力
« :
の
ニ
要 

素
が
こ
の
配
當
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
故
に
、
今
、
該
物 

が
明
日
吾
人
に
對
し
て
有
す
る
利
用
の
確
率
を
ヰ
 

明
後
日
の
そ
れ
を
内
、
れ
日
後
の
そ
れ
を
pn
V
Jし
、
又 

ql
?

:
*:
qn
を
以
て
"
時
の
經
過
が
吾
人
が
將
來
の 

快
樂
に
關
し
て
抱
懷
す
.る
觀
念
を
減
少
せ
し
む
る
割
合 

を
示
す
も
の
ぞ

す
。(

こ
は

人
に
よ

6
て
甚

^
し
く
そ
の 

大
さ
を
異
に
す
る
係
數
'に
し
.て
、
，■細
心
の
注
意
を
：拂
ひ 

且
つ
秩
序
あ
る
生
活
を
I送
る
人
に
あ
卩
て
は
一
に
接
近 

す
る
も

の

な

ぢ
。)

然
る
^

Sは
、
1:
も

有
利
に
見
ゆ
る 

分
配
條
件
は
次
の
方
程
式
:

<
p

iq
l  

n
n 

V
2p
,tp
u
 
•
 

. 

• 

=

 

V
a
p
n
q
a

 

に

由

て

表

^

る 

J
evons

は
こ
の
方
程
式
は
特
に
直
後
消
©
物
の
分
配 

.を
示
す
も
の
ど
思
惟
せ
る
が
如
く
.
«る
も
、
若
し
適
當

'
笫

十1

號

r

r

ブ
物
を
或
る
時
間
內
に

雜

.
錄

『

数
理
學
派
!:
於
け
ろ
利
用
遞
減
理
論』



笫
十
八
卷
2
六
六
〇〕

雜

錄

な
る
修
in
を
加
ふ
れ
ば
貯.

蓄
及
資
本
構
成
の
a
論
に
も 

利
.用
さ
れ
得
べ
し
。
へ
^
れ

で

吾

人

の

識

れ

る

’範
闹
內
に
パ 

ぁ
6
て
は
、
未
だ
何
人
も
此
輝
の
數
學
式
を
資
本
迦
論 

に
應
用
せ
る
も
の
な
し
。
®
在
及
將
來
の
財
貨
評
價
の 

蝥
を
菽
碰
^
し
て
資
本
還
元
0
數
學
的
理
論
を
樹
立
せ 

む
ビ
甘
る 

-̂̂
■
§̂

M

fr:(Mathcnlatische''RCP'ri.lndurî

 

der VolkswirtscbaftsleHre, 

Ioo
oo
5
.
y さ
へ
も
然
り
。

-
(

附
肢)

す
S

の
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
；シ
ヨ
y

の-理
論
は
取
に
記
憶
- 

の
;^
に
記
し
問
く
|:
止
む
べ
:1
。
W
人
！1
艰
り
ズ
は
、
そ
|1
何
鸽
の 

興
味
^
も
示
す
とw

な
し
。
-•アィ
メ
ン
ウ
ョ
レ
の
觊
念
|1
誤
謬̂'
迎 

け
む
が
爲
め
|:
"
就
中
铖
類
，の
興
れ
る
败
蛩
間
の
比
較
か
避
け
む
が 

:
:
爲
に
使
州
さ
れ
/:
る
附
隨
收
觀
念
に
過
ぎ
ざ
る
o

の
な
り
:0
:尤
も
.：

::
斯
の
如

さ
诎
同
は
锊
濟

^
か
脅
か
す
最
大
の
危
險
に
非
ざ
る

11

明
か 

な
り
。
故

|:
.か

、

る

理

論

：は

全

然

誤

れ
S

t
の
に
は
非
ざ
る

t
、
Jf 

.ー
货
何
等
.の

^
规
か
も
布
す
る

.こ

.
^な
4
.,む
0
..と言
|1
:̂

ろ
.可

ら

す
？
.. 

.
;
:
#

li
斯
の
知

^
、印

題

4-
論

ぜ
る

|1
.
.単

|:
の
み
な
り
と
す
。

.

鷄

六

節

S
.
』

0)
<
0
コ̂

(

續
}交
換
理
論 

J
e
v
i

は
：利
用
論
を
®
礎
ぐ」

し
て
交
換
論
を
樹
て
た
. 

る
も
の
な
り
。
問
題
に
人
る
^

先
ち
.て
彼
は
愼
重
に
用

笫

十一

號 

一
ニ
ニ

.語
の
®
義
を
、
試
み
た
る
が
、
そ
は
重
要
な
る
意
_
を 

有
す
。
古
典
派
が
、
用
語
限
定
の
必
婴
を
無
視
せ
る
が 

#
に
4-
じ
た
る
亂
#1
及
批
評
は
旣
k

®
人
の
知
る
C
こ 

ろ
な
る
が
、
歎
學
派
に
取
り
て
は
こ
の
危
險
は
M
に
大 

な
る
も
の
あ
る
べ
き
が
故
に
、
之
ょ
り
脫
せ
ん
ど
し
て 

Z
の
派
の
代
表
す
る
諸
學
者
は
極
め
て
嚴
袼
な
，る
分
類 

j

及
贫
_
を
設
る
の

必
要
に
迫
ら
れ
た
6
。』

當
時
の
火 

:

多
數
の
へ
今
日
に
ぁ
彡
べ
も
猶
多
ぐ
の)

經
濟
學
老
に
認 

j

容
せ
ら
れ
た
る
M
想
を
非
ご
し
て
、
彼
は

價
値
槪
念
が
 

一
：元
來
比
較
ポ
•性
質
を
有
す
る
も
の

な
る
を
明
か
^
せ 

1:1:
り
。
日

く「

交
換
價
値
性
は
一
個
の
比
率
を
表
す
に
過 

ぎ
ず」

「

®

k金

1.

オ
ン
ス
の
债
値
幾
何
S
.言
ふ
は
卜 

\

七
な
る
数
の
比
率
幾
何
ヒ
;云
ふ
ど
同
じ
く
不
合
理
な 

り」

す
。
若

し1

度
こ
の
定
義
を
可
な
り
ミ
し
て
採
用 

ゼ
ば
最

H十
、
價
値
の
原
因
、
價
値
ど
價
格
パ
の
關
係
等

を

論

少

る

の

要

な

し

。
論

中

べ
&

け

填

し

多

@
な

る

貨 

物

相

互

間

の

交

換

比

率

を

決

定

す

る
»
、件

如
何
の
み
。

『

败
理
學
派
|:
於
け
る
利
用
遞
減
理
輸』

然
れ
ざ
も
，
時
の
通
談
は
頗
る
有
力
に
し
て
、
彼

は

自

^

も
の
ビ
す
‘

」

.

.ミ
C 

-

. 

己
の
芷
し
き
見
地
を
固
守
す
る
能
は
ず
，
後
章
に
至
り
..
;
こ
れ
ら
の
條
件
は
實
際
ー
し
は
食
現
せ
.ら
る
く
事
な 

て
價
瞰
の
原
因
を
論
讼
る
の
み
な
ら
す
，
更

に「

勞

纖

し

。
彼
の
沄
ふ
が
如
く
完
全
に
市
場
の
狀
怳
卩
通
_
す 

の
：漬
値
を
決
定
す
る
は
生
產
物
の
價
値
な
り
や
メ
或
は
る
は
特
殊
な
る
除
外
例
の
外
不
可
能
な
る
は
明
か
な
る 

生
產
物
の
價
値
を
決
定
す
る
は
勢
働
の
價
値
な
6
や」

一
ベ
し
S

C
。
3
れ
€
交
換
現
象
の
根
本
法
則
を
硏
究
せ 

«:
る

煩

琐

的

な6'
問
題
を
論
述
せ
.り
。
こ
の
論
^
は

他|.

む
ど
せ
ば
、
斯
の
如
き
假
定
を
許
容
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
 

の
學
考
に
於
て
も
亦
遡
遇
す
る
S
こ
ろ
に
し
て
、
格

別\

か
、
る
方
法
が
妥
當
な
り
や
否
や
の
問
題
は
純
理
經
濟 

甚
だ
し
き
妨
害
を
な
す
.こ
^
は
な
け
れV

も
何
等
經

•

濟
學
を
の
も
の
が
妥
當
な
り
や
否
や
の
問
題
芒
同1

に
歸 

學
に
，貢
献
す
る
こ
ビ
な
き
も
の
ど
衰
ふ
べ
し
。
 

.す
る

も

の

ど

.云

ふ

も

妨

げ

«

し

o 

,

價
値
の
宛
義
に
次
で
市
場
0
定
義
を
下
せ
I

日
く
自
由
競
爭
に
就
て
言
ふ

S
き
は

V 

I
は
實
際
に
行
は 

.

「

市
場
^
は
、
ニ
個
又
.は
そ
れ
以
上
：の
貴
物
を
取
引
す
る
る
、
經
濟
生
活
の
種
々
相
中
の
一
に
し
て
、
決
し
て
是 

ニ
人
又
は
そ
れ
以
上
の
人
あ
み
且
つ
そ
の
貨
物
の
分
量
;

を
以
て
そ
が
唯1

の
も
の
ヒ
爲
す
可
ら
ず
。
さ
れ
ば
そ 

及
各
交
換
者
の
意
甩
が
金
體
の
人
に
知
ら
れ
^
る
場
合
ー
の
硏
究
は
他
の
諸
相
の
硏
究
.ど
相
俟
て
始
め
.で
全
き
を 

:を
指
ず」

ビ
。
觅
に
日
く「

各
個
人
は
單
に
自
&
の
欲
望
：
得
る
も
の
な
る

.に
不
拘
，
彼
は
同
人
れ
るW

a
l
r
a
s

ギ
 

及
私
利
の
み
を
考
It
す
る
交
換
者
れ
る
べ
C
、
'又各個等し

C

"そ
の
論
ず
るW

こ
ろ
"I

に
前
者
に
限
ら
れ 

人
が
微
小
の
刺
益
に
て
：も
得
ら
る
V
時
に
は
®
ち

に

他

穴
り
。
即
ち
、
彼
等
に
於
け
る
自
^
競
—
の
槪
念
は
日 

^
交
換
を
爲
し
得
べ
き
や
ぅ
完
全
な
る
符
^
競
宰
行
は
常
に
用
ひ
ら
る
、
自
由
&
爭
な
る
語

*̂略
向
義
に
し
て 
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遞
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理
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屢
々
實
際
ft
會
に
於
て
殆
ざ
實
现
さ

る
、
狀
態
の
全
® 

を
示
す
も
の
な
な
。
さ
れ
ば
そ
の
硏
究
が
重
要
な
る
は 

(

一)

乙
の
假
定
ょ
h
生
ず
る
命
題
は
些
少
の
修
IE
を
加 

ふ
れ
ば
：多
く
の
具
體
例
に
適
用
さ
る
S
:を
得
べ
く
、
 

(I D

祓

雜

な

る
現
象
は1
舰
に
自
由
競
爭
0.
法
則V」

IH 

確
に
は
合
致
す
る
も
の

に

非

ざ

る

も

：，

仅

引

の

一

部

分 

は
正
ぐ
し
乙
の
法
則
の
下
に
行
は
る
> 
て
ふ 
一I

個
の
理 

.由
に
•因
る
も
の
ど
云
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
こ
の
法
則
を
理 

解
す
る
こ
ぞ
は
,
現

象

の

：全

體

系

の

硏

究

に

W

て
、 

假
令
不
完
全
な
^N

:̂
す
る
も
而
も

映
く
可
ら
ざ
る
も
の
. 

な
^V

ビ
云
は：

ざ
る
べ
か
ら
す
。

.

.

.
次
：に
"
彼
は
靜
的
問
題
を
，.以
■て
最
■も
M
單
な
る
.も
の 

，ビ
な
し
、
範
II
を
之
が
硏
焚
に
；限
定
す
ベ
き
旨
を
明
か 

に
せ
る
が
，
就
中
、
貨
物
量
は
該
期
間
內j

切
變
動
せ 

ざ
る
も
の
ど
假
定
せ
る
を
以
て
?
彼
の
解
す
る
ど

Z
ろ 

は
頗
る
狹
隘
な
る
を
免
れ
ず
故
に
そ
の
所
論
は
本
來 

の
意
義
に
於
け
る
交
換
、
即
ち
單
純
な
る
交
換
の
問
題

に
過
ぎ
ず
。
3
れ
^
平
衡
問
題
の
硏
究
が
茲
に
止
ま
る 

.べ
き
理
由
は
存
在
せ
‘中
。
旣

にWalras
,

は
之
を
生
產 

及
び
資
本
還
元
の
問
題
に
a
®
張
せ
る
が
、
m
に
今
日 

に
於
て
は
、J

e
v
g
s

の
設
け
た
る
他
の
一
制
限
、
即
ち 

交
換
が
不
變
的
價
格
に
於
て
行
は
る
ど
の
制
限
を
廢
棄
. 

せ
む
ど
の
試
み
を
行
ふ
者
を
も
生
じ
た
り
。
か
、
石
：制 

限
は
理
論
上
は
平
衡
問
題
の
硏
究
に
絕
對
に
必
要
な

 々

も
の
に
：非
ざ
る
も
> 
實
際
k
は
之
な
く
ん
ば
甚
だ
し
き 

囷
難
を
感
垃
ざ
る
を
得
ざ
る
な
な
。

彼
は
以
上
の
槪
論
に
次
で
交
換
理
^
を
述
べ
た
る 

が

、
.
彼

は
直

ち

に

！「

任
意
に
貨
物
の
交
換
比
率
は
ま
換 

、
終

了

後

に

消

費

^

供

む

ぅ

る

貨

物

暈

の

最

終

利

用

の

笱
 

さ
に
反
比
例
す」

，
ど
の
根
本
原
則
を
立
て
、
之
を
立
證 

し
て
大
約
次
の
如
ぐ
言
へ

■先
つ
任
意
の
或
る
交
換
比
率
を
假
定
せ
む
。
吾
人
は 

利
闱
遞
減
の
法
則
ょ
6

出
發
し
て
、

j

般
に
兩
者
は
交 

換

を

行

ふ

を

有

刹
£
す

S
云

ふ

を

.得
ベ

{

、

又

最

大

利

.‘

用

は

讓

渡

せ

る

賀

物

の

最

後

の

难

位

の

利

用

定

、

こ
の 

_單
位W

交
換
に
得
ら
る
V
貨
物
の
.利
用

き

：
が
等
し
く
な 

れ
る
？
き
ァ
換
言
ず
れ
ば
？
交
換
比
率
又
は
值
格
が
利 

用
の
高
3
:の
反

比

：に

等

し

く

な

.れ

る

時

に

生

す

だ

云

ふ 

こ
ど
を
得
。
然

る

に
|任
意
に
決
定
：3
れ
た
る
|
價
格
に 

於
て
は
る
の
最
大
利
用
の
條
件
は
：兩
|«
體

の

；
ー
：
に
，取

> 

H

は
旣
に
實
現
さ
れ
た
る
ぢ
砬
方
は
§

交
換
を
繼 

績
す
る
を
有
利
な
^
N
Sす
る

Z
€
あ
：る

べ
き
は
明
か
な 

U

前
者
を
し
て
更
に
交
換
を
繼
績
せ
し
む
る
が
爲2

 

は
,
 

' 交
換
比
率
を
少
し
く
變
化
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ずC 

然
ら
ば
平
衝
は
最
大
利
用
0
條
彿
が
同
時
に
兩
團
體
に
： 

於

て

實

現

せ

ら

る

、
時

に

0
ん

ば

成*
す
‘る

事

なし
。
 

之

が

實

現

せ

ら

る

、
慣

格

(

又
.は

交

換

比

率

)

が

即

ち

平 

衝

價

格

な

り

、

と
。(

®D

さ

れ

-r
以
上
の
立
論
を

.以
て
し
て
は
、
ぞ
の
論
ず
る 

最
大
利
用
は
相
對
的
の
も

:0
に
過
ぎ
ざ
る
事
實
を
充
分 

に

證

明す
る
を
得
す
。
::
,乙
は

雎

に

：
：，
ー

定

の

交

換

比

率

の

與
へ
ら
れ
7 2

る
時
の
最
大
利
用
に
過
ぎ
f

取
引
に
參 

加
す
る
者
は
絕
對
的
最
大
を
得
む
ビ
し
て
、
こ
の
比

 ̂

を
動
か
さ
ん
皮
努
む
る
乙
^
!あ
6
ぅV
し
。
さ
れ
'̂
自 

由
競
爭
の
下
に
於
て
は
個
人
取
引
の
數
は
極
め
て
多
5 

が
故
に
そ
の
交
^

比
率
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
だ
微
小
に 

し
て
,
從
て
各
人
は
單
に
市
況
に
因
0
て
決
定
さ
れ
た 

る
價
格
に
甚
て
最
大
利
用
を
求
む
る
の
み
^
假
定
す
る 

を
得
べ
し
。
さ
は
云
へ
、
.個
々
の
變
化
の
全
體
が
相
合
- 

し 
て
價
格
を
變
化
せ
し
め
、
終
に
は
最
大
fo
■
の
倐
#
 

が
問
時
^
凡
て
の
交
換
者
に
對
し
て
實
現
せ
ら
る
、
に 

至
る
こ
ぞ
な
き
に
非
铲
。(

尤
も
、
こ
の
價
格
の
變
動
は 

之
を
惹
起
せ
し
め
た
.る
人
々
に
對
し
て
屢
々
不
刹
益
を 

來
す
こ

ミ
あ
b

得
べ
し
。)

こ
の
理
論
を
記
號
を
用
ひ
て
表
せ
は
次
の
如
し
8
三) 

第
一
の
交
換
幽
體
は
<
な
る
貨
物(

小
麥)

の
a
量
を 

看
し
、
第
二
の
團
體
は
B,
な
る
貨
物(

牛
肉〕

0

b

aを 

有
す
ヒ
し
、
又
交
換
終
了
後
に
第
一
の
©1
體
は
A
を
.
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(
a

丨.X)
だ
け
、
B

^

7だ
け

有

し

、
，第
一
一
の
刚
體
は
八 

 ̂

Xた
け
、
.
Bを
9
丨
"<)

た
け
有
す
る
も
の
ど
す
。
次 

に
、^

(
a
-
x
)

を
以
て
笟
一
の
脚
體
に
對
す
る
八
の
最 

■.終
萍
，用
.の
高
さ
バ(

こ
1̂
通
.
货̂

物

量

に

よ

る

利

用

®*
數 

の

微

係

數

に

し

で

そ

：れ

^
激
貨
物
最
の
函
數
な
り
S
 

ふ
を
得
べ
し
} .VJ

し
、
^c

y
)

を
以
て
固
圓
體
に
對
す 

,'
'る
B
の
最
終
利
用
の
高
さ
.
し̂
、
同
，檬
に
f

^

^

xcr 

i

a
を
以
て
各
々
第〗

ー
の
圓
體
.に
對
す
る
<
及
«
の
最 

終
利
用
の
高
さ
な
りV

す
。
而
し
て
#

贫
を
以
て 

.相
互
に
，交
換
3
る
、
單

位

な

せ

む

。
然
ら
ば
、
第 

二
一
,の
：圓
體
に
取
^

o

て
最
.大
利
用
の
實
現
せ
'ら
■る
ゝ
が
爲 

■に
は
左
式
を
必
駆
ど
す
。
：

,

S

 

$
9

—x
)
d
x
"

2々
(
y
〕
d
y

 

I;
;

一
又
、
答
一
.の
關
體
に
取
り
て
时
じ
條
件
の
充
さ
る
く 

，が
爲
に
は
同
じ
ぐ
左
式
を
必
喪
ど
す
。

'

■

: 

(
2

)

 

,
 (

M

)

 

d
x
,

"

,
 (

cr
l

y)

 <
l
y

 

—

，

之

よ
b

し

て

次

式

を

得

べ

し

。

第

十

一

號

r
Hハ 

, 

へ
,0

ノ
 

lar
y

(̂
d
—
x
)

 

p(

x)

;

a
x 

丨

-̂
iy}
 

I サ
ẑ
lyy 

然
る
に 

,

へ

(

ふ)
-
^
T
=
+
c

不
變
的
價
格
に
於
け
る 

交
換
を
論
す
る
が
故
な
ト)

.な
る
を
以
て
次
式
を
得
'

S

 

方

(

仏
I

x

l r
y

 

1

 

f 

c
x

)

こ
の
方
稗
式
は
ニ
個
の
未
知
數
を
含
む
を
以
て
之
を 

.解
く
こ
ど
を
ぅ
べ
し
。
単
に
ニ
貨
物
の
交
換
比
率
は
利
.
; 

用
の
高
さ
に
此
例
す
る
0
み
な
'ら
す
、
こ
の
兩

當

事

者

■
:
 

に
對
‘し
て
充
た
さ
.る
、
條
件
は
、
貨
物
の
最
初
の
量
の
へ
:! 

」

判
明
す
る
限
ヶ
、
交
換
比
率
を
決
定
す
る
に
充
.分
^
る 

、；T

 

し
。.；.V..

.

.彼
の
到
達
^
る
結
果
を
.得
る
が
爲
に
は
、
記
號
の
使
;:
;
:;
''
: 

用
は
表
現
を
容
易
な
.ら

し

む

る

を
得
れ
r
k

必

‘ず

し
 

..も
之

を

缺

く

を

得

ざ

る
i
の

に

非

す

。

然

れ

f
i
數

學

應
用
の
可
植
性
に
關
す
る
‘

i
i

題
'
a
之
に
因
办
て
明
白
に 

:#
定

，
せ

ら

れ
た
れ
ノ
彼
は
無
意
識
の
ぅ
^

にC
o
u
r
n
o
t

 

の
學
說
を
踏
襲
し
、
§

應
用
は
不
定
函
數
を
用
ふ
杏 

に
ょ
り
.

V

全
<
IE
確
に
行
は
れ
得
ベ
き
‘
の
な
る
を
立 

離
せ
る
人
の
に
し
て
、
爾
後
の
發
達
は
，

こ
の
經
路
を 

迹
り
て1

般
的
結
果
を
镟
般
せ
し
む
る
に
あ
る
に
衆
れ 

る
も
？)
な
ト
。

.
さ
れ
ざ一

般
的
數
學
式
を
樹
つ
る
こ
ど
に
ょ
り
て
そ 

の
目
的
を
達
し
得
べ
し
ミ
は
彼
自
ら
の
信
$
|ざ
6
し
ど 

I

に
し
て
> 
彼
は
是
等
の
數
學
式
；は
銃
針
が
完
成
せ
，
 

ぼ
數
學
的
計
算
を
施
し
#Y

•き
も
の
ミ
信
じ
た
る
が
如 

し
？
彼
は
屢
々
純
现
經
濟
學w

記
述
經
濟
學
琴
の
見
地
: 

を
混
淆
せ
る
が
、
：上
に
述
べ
た
る
^
：
 M

ろ
も
亦
之
が1 

例
れ
：る
も
の
f

パ

純
现
經
濟
學
は
垴
に
例
示V

し

て 

用
ふ
る

极
合
の
外
は
、
數
學
的
訃
獐
は
言
ふ
迄
も
な
く 

特
殊
阑
數
の
確
足
形
を
も
對
象VJ

な
す
ベ
か
ら
ず
。
何 

S
な
れ
ば
、こ

.€

»
學
式
に
現
は
る
>
數

量

.は

孰

れ

も
不
斷
に
變
動
を
免
れ
ざ
る
も
、
純
理
經
濟
學
の
斜
象
ビ 

す
る
S
こ

ろ

は

恒

久

的

事

實

の

み

、
.
從

つ

て

そ

の

硏

究 

も
自
ら
事
實
の
集
團V 」

，

そ

れ

ら

の

一

般

的

結

果

ぞ

に 

典
通
な
る
性
質
に
限
定
^
るV 

&
も
の
な
る
を
以
て
« 

少
。
之
に
反
し
て
應
用
經
濟
學
はI

定
時
、1
觉
場
所 

I

の
現
象
を
硏
究
を
目
的
？
な
す
も
0
な
る
が
故
に
、「
數 

.
學
■式
中
の
函
數
の
形
式
及
數
惫
の
數
値
を
知
る

は
颇
る 

有
利
な
る
も
の
あ
り
、而
し
て
應
用
經
濟
舉
が
、
觀
察
せ 

る
現
象
を
說
明
盤
頓
す
る
が
爲
に
是
等
の
數
學
式
ょ
シ 

j

凡
て
の
利
益
を
誘
導
し
得
る
は
實
に
こ
の
場
合
の
み
。
 

j 

.將
來
に
於
て
は
觀
察
ょ
り
誘
鷀
せ
ら
れ
穴
る
w
fi
c

Jそ 

|

は
疑
も
な
く
頗
る
近
似
的
な
る
に
は
相
違
な
為
も
而
も 

I

有
用
な
る
演
繹
に
應
用
^
れ
#
る
が
如
き
凾
數
}
を
、
 

か
V
る
.數
學
式
の
中
に
使
用
し
#
'る
に
至
るV

き
こ

 ̂

必
す
し
も
不
可
能
に
は
非
ざ
る
べ
し
。
然
れ

r
も
假
令 

之
を
全

く

不
可
能
.
^纟

す

る

も

"

純

理

經

濟

學

の

數 

パ
學
式
は
そ
の
爲
に
何
ら
價
値
を
失
ふ
も
の
に
*

^

。
：
.

锘

十

ー

號

r

玉

第
十
八
怨
0
1六
六M

)

雜

錄

：
1
败
理
學
派
に
於
け
る
利
用
遞
減
理
輸

』

.

.
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笫
十一

號

ニ

彼

は
是

等
の

遨

本

的

歟

學

式

を

M

開

せ

し

む

る

事

少
へ：
 

ぐ
、

そ

の

企

畫

は

常

に

：必

t

;L
も

成

功

せる
も

の

ど

沄 

ふ

を

得

ず

。

特

に

、
：
；
多

數

货

物

間

相

互

0
交
換
に
就
て 

彼
の
解
す
る
ど
こ
ろ
は
未
だ
缺
く

る

む
の
あ

る

が
如 

し
。
I

、

ー
 
部
は
そ
の
數
學
式
の
性
質
に
甚
く
、
特 

に
、I

r
a
s

が

指
摘
せ
ふ
が
如
く
值
格
に
代
ふ

る

に 

な

る

比
例
を
採
用
せ
る
に
0
<
0
即

ち
斯 

の
如
く
表
せ
ば
、
そ
の
數
學
式
は
常
に
貨

物

を

ニ
個
宛
- 

比
較
す
る

を
要
す
べ
し
。
か
く
てJ

般
的
問
題
を
論
せ 

む
さ
す
る
は

假
令
不
可
能
に

非
す
ど

す

る

も

大

な
る
闽 

難
に
逢
著
す
る
を
期

せ
ざ
る
べ
：か

1?
>す

。
：
蓋

し

、
容

勒 

:

に
.

未

知

數

の

數

ょ

タ

，も

多

く

の

方

程

：式

を

立

つ

る

を

,

 

ベ
ぎ

も

，

そ

の

中

の

何

れ

か

を

除

未

し得

る
や

否

や

、

又
そ
の
中
の
何
れ
を
除

去

し#
る
や
を
硏

究

せざ
る
可 

ら

ざ
る
を
以
て
な
り
。
彼
：の
：例
示
に
於
て
乙
の
結
果
が 

直

A
に
現
れ
ざ
る
は
、
特
に
彼
が
交
換
_
體
の
各
々
が 

興
6
货
物
を

有

す

る

も

の
^J

假
定
せ

る
が

故
な
り
。

さ

れV 」
、

こ
の
場
合
に
は
、
最
早
孤
立
せ
る
交
換
者
を
以 

て
彼
が
論
ず
る
交
換
團
體
に
代
ふ
る
Z 

^
不
可
能
な 

■
t
こ
の
後
者
の
槪
念
は
こ
の
場
合
に
は
必
然
的
に
團 

體
の
平
均
利
用
な
る
許
容
す
ベ
か
ら
ざ
る
觀
念
を
包
含 

す
斯
の
如
く
し
て
彼
の
解
©
は
價
値
あ
る
も
の
ぞ
認 

む
る
を
#
ざ
る
な
り
°
本
來
の
意
義
に
於
け
る
交
換
に 

關
し
又
は
生
產
に
關
す
る
彼
の
一
切
の
數
學
式
は
、
完 

全
な
る
解
を
求
め
む
^
す
る
企
畫
ど
見
る
ょ
り
は
寧
ろ 

乙
れ
か
向
方
を
指
示
せ
る
も
の
ご
見
る
べ
し
。

1I
C
も
自 

ら
そ
の
著
の
不
完
全
な
る
を
認
め
、
別

に1

書
を
著
し 

て
そ
の
理
論
を
完
成
せ
む
こ
ビ
を
約
し
た
る
が
遂
に
實 

現
せ
ら
る
、
に
及
ば
す
し
て
觸
め
り

0

彼

の

著
書
の
ぅ

ち

に

は

上

記
諸
章
の

外

に

页

に

次
.の 

諸

項

の

論

せ

ら

る

、
を

見

る

。
.

(
1
7

勞
働
理
論
。：
こ
は
理
論
上
は
利
用
論
の|

部
た

る
べ
き
も
の
な
彡
。
蓋
し
勞
働
の
苦
痛(

勞
苦
を
伴

ふ

努

力〕

は

利

用

.の

反

■

せ見

る

を

得

ベ

{

、

從

て

類
似
の
法
則
に
遵
ふ
を
以
て
な
り
。
兩
者
に
於
て
使 

用
さ
れ
た
る
記
號
は
略
-
同
一
な
々
。

'

(

ニ)

::
.
:注
產
理
論

.の
極
め
て1

般
的
な
る
筋

*

。
;'

(

三)

へ
地
代
論

..
0
へ

:

(

四)

;:
:
:國
際
貿
易
1:
-關
オ
る
諸
論
。

'::

」

(

五)

資
本
に
關
す
る
奇
異
な
る
理
論
。

.
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
.

g

究
に
ぁ
ト
て
は
、
，數
學
の
使

.，用

.は
特

：に

論

ず

る

に

姐

る

.べ
き
も
.の
な
し
。，

8

 

1〕

;.
-「

市
況
に
通
脱
ゼ
ざ
み
の
ー
祺
1 1

、取
1:

偶

發

的

還
か
-生 

:

ず
ろ
の
ふ
な
ら
す
、
同
時
| :

何
久
的
现
.

嫩
の
肢
因
た
る
啡
あ
る
べ
し
. 

ニ
例
へ
ば
成
る
秘
の
交
，換

常

來

潘

！
；方

の

み

が

引

緻

旮

市

況

|-
,
详
か 

“

る
が
如
し

j

ミ
て
反
對
す
ろ
も
の
め
り
？

か

ゝ

る
视
欺
は
堪
^

多 

小
ノ
の'
期
問
に
瓦
り
て
生
f
る
こ̂

^

石

ベ
く
、
記
述
㈣

濟
學
は
充
分 

I :
.

之
か
研
究
す
ベ
さ
も
の
| ;
'

し
て
>

社
會
經
濟
绺
| :

茧
り
て
は
班
1

1 

然
q

と
す
。

之
| :
.

汉

し

て

，
純^;
經
濟
ゆ
は
總
て
の
期
吲
か
通
じ
て 

共
通
な
る
む

の
4 «
研
究
す
名
も
の
打
る

が
故
！T

,

か
V

る
も
の
か
無 

視
し
て
そ
の
大
體
か
求
む
れ
ぱ
可
な
り
°

广
計11

y 

Je
vo

n
s

11
交
換
比f

か
-論

じ

て

之

か

表

す

，卜
^

H

 

4

.

.

か

用
ひ
れ
る
が
故

L
L
V-r
l
.Ir
l入
It
、
交
換
比
难
と
似
格
と
か
同
意
義

ーし 

解
す
る
こ
と
と
乜
リ
。

笫
十
八
溜(

一
六
六
七)

雜

錄

f

數
經
學
派
：

(

註
三)

彼

11
茲

*卜

I

團
髖
佥
體
の
利

-;|
1

^

5々

€
る
が
、

か
く
の 

如
令
槪
念
の
許
容
す
べ
か
ら
ざ
る

11
齊

人

の

脒|:
論

ぜ

る

と

と

ゐ

な
 

り

。
彼
は
之
かf

假

恕

的

平

均

苕

し

§

足
せ
る
が
如
く

^
れ
ど

t 

,
.
.
.
若
し
ニ
闺
體

1-
代
ふ
る

'U ニ
個
人

^
以
て
し
、
且
つ
彼
邻

(t
M
li
l

M
 

爭

IC
T乂
BL
さ

る

、
.

1

大
市
揚

1C
.參
加
ぜ
ゐ
と

|«
-
1
1
^
|:
行

.動

す

る

む

の
 

y

 

.と
假
淀
せ

It
、
.こ
：の

せ

む

畠

不

可

能

に

^
ざ
る
な
り

.

第
七
節：r§

on 

W
a
l
r
a
s

の
瘸
値
理
論 

| 

W
a
l
r
a
s

は

J
e
v
o
n
s

\?
„
殆

ざ

時

を

同

じ

ぅ

し

て

後

者 
j

，の
學
說
ミ
翁
し
く
類
似
せ
る
學
説
を
發
表
せ
り
。
§
 

) 

彼
は
そ
の
處
女
作
を
始
め
て
数
表
せ
る
ビ
き
に
は
旣
に 

一.Jevons

の
著
竹
あ
.る
.を
認
.知
し
居
り
た
る
も
の
に
し 

て
、
：自
己
の
學
說
が
全
く
»
立
に
講
成
せ
ら
れ
た
る
.に 

不
拘
"
彼
は
誠
實
恬
淡
に
そ
の
競
银
者J

e
v
o
n
s

に
礙 

二
先
權
を
認
め
れ
り
。
S
二>

尤

もW
a
i
r
a
s

の
惯
値
論
は 

m
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
る
に
不
拘
、
決
し
て 

被
の
生
要
题
目
に
は
非
ざ
^V

し
を
以
て
、
そ
れ
丈
け
容 

:
易
に
こ
の
擧
に
出
づ
る
を
得
れ
b
し
’な
b
。
思
ふ
に
彼 

の
一
大
貢
献
は
、.
祓
雜
且
つ
一
般
的
場
合
に
於
け
る
« 

於
け
る
刺
川
遞
減
理
諭』

: 

'
笫
十
S
 

一
 
二
九
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丨

.

锒

I

放

ニ

1

濟
的

^
衡
を
論
す
る
己

^
'に
ょ
ら
て
、
政
學
應
用
に
敬 

1
前
职
«
る
方
向
を
指
示
せ
る
の
點
に
存
す
る
も
の
な

K
v 

o.
.-

彼
の
抱
懷
せ
ろ
«

«槪
念
は
、
餘
り
に
斷
定
的
な
タ 

>?
.し
て
®
々
世
人
の
非
難
を
蒙
れ
り
。
彼
は
定
義
し
て 

日
ぐ『

價
値
士
は
物
が
ノ

無
償
，に
て
_

又
は
讓
渡
ぜ| 

ら
る
S
こ
ビ
な
ぐ
、
他
物
に
對
し
て
或
る
比
率
量
を
以j 

て
H
質
授
受
さ
る
ゝ
の
性
奴
を
言
ふ』
ふ
，
S
 ー0
»
の 

如
く
、
®
値
は
數
1:
的
性
質
を
有
す
る
を
以
て
、
彼
は 

之
を
自
蟲
帮
の
下
に
あ
6
て

完

全

に

願

は

る

、
自
然
一 

的
現
象
と
見
做
し
、
因
て
：純
敏
經
濟
學
を
以
て
自
由
競
'.\ 

報
の
下
に
於
け
る
交
換
の
：硏
究
な
6
と

.
な

す

に

至

れ 

り
。
彼
は
他
物
を
以
て
ft
り
た
る
一
物
の
平
衡
價
格| 

を
、
そ
れ
ら
の
fi
®
の
比
率
i
宠
義
せ
る
が
、
又
價
格 

は
交
換
3
れ
た
る
數
量
の
.反
：比

な

足k
云
ふ
を
得
べ 

(
f
t
の
宛
義
の
妥
當
0
る
は
疑
：ふ
の
餘
地
な
し
。
：是 

等
の
硏
究
に
於
て
、
彼
は
多
少
形
而
：上
の
.價
値
槪
念
に

■
代
ふ
る
に
經
驗
的
な
る
價
格
槪
念
を
以
て
せ
る
が
故 

に
、
結
果s

重
要
性
は
彼
の
交
換

®
値
に
關
す
る
觀
念 

に
影
響
さ
る

S
事
な
き
も
の
な
'り
ズ
註
四)

彼
は
先
づ
"
價
格
供
給
及
*i

要

の

關

係

の

硏

究

ょ

り 

始
む
。
或
る
猶
の
忍
想
、
例
へ
ば
窗
要
供
給
を
以

て

®
 

格
の
函
數
な
b 
士
見
る
が
如
き
は
"
彼

が

既に！！

邝
る 

C
o
u
r
n
o
t

よ

り

暗
示
せ
ら
れ
た
る

も
の
に
し
て
、
又
或 

る
名
の
は
當

時
の

«

«

學

者
よ

b

借
用
し
來
れ
る
も
の 

な
れ
ざ
ゾ

彼
は
是

等

全
體
を
發
®
せ
し
ひ
る
に
全
ぐ
自 

己
の
獨
創
を
以
て
せ
る
も
の
な
り
> 
思
ふ
に
彼
の
出
發 

.點
は
、
價
格
は
需
要
供
給
を
し
て
一
致
せ
し
む
る
が
如 

さ
も
の
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
中

：

w

の
简
單
な
る
命
題
に
求 

む
ろ
を
得
ベ
く
、
こ
の
命
題
を
系
統
的
に
發
展
_
八
ロ
せ 

し
む
れ
ば
"
結
局
終
濟
的
平
衡
の
全
理
論
の
到
達
し
得
：
 

る

こ

士
闽
雛
に
非

ざ

る

な

.り
。

.
取
に
ニ
人
間
の
ニ
潰
物
交
換
を
論
ず
^
ば
、
問
題
は 

極
め
て
简
單
に
し
て
、
次
の
如

C
立
論
し
得
べ
し
。
即

ち

、！

n

 

1
Aあ
b
て
.各
々
異
る
貨
物
を
有
し
、
各
價
格
に 

於
て

S

量
を
供
給
じ
：て
相
弔
ょ
り
之
に
相
當
す
る
量 

を
得
む
ふ
す
る
も
の
^
し
て
取
引
の
行
は
る
、
價
格
を 

決

定

せ

ん

ふ

す

。

若

し

、

需

要

：̂
價

格

と

の

間

の

凾

數 

關

係(

之
を
記
號
を
以
て
表
せ
ば
p(

s

r
 

F
b 

(pb) 

:

;)

:i
を
知
る
を
得
ば
、
こ
の
诎
題
は
、
解
析
的
に
未 

知
：數

の

數i
同
數
に
し
て
且
つ
1:
«

物

の

需

要

^

供

給 

ミ
の
間
.の
關
係
を
示
す
方f

式
に
f

て
完
金
に
解
か 

、る
く
を
#
ベ
し

。
是
等
の
gt
關
傑
は
甚
だ
简
單
な
o』

。

.

.他
物
を
以
て
計
り
た
る

1
物
の
價
格
、(

こ
れ
を
(£
確 

に
示
す
が
爲
に
、
b
,を
以
て
計
り
た

'る
a

の
價
格
ふ
す) 

ば

、
，交
換
せ
ら
れ
れ
る

.數
量
の
反
比
：に
^
し
。
即
ち

,換
言
せ
ば
價
格
は
相
$
に
相
反
す
、
即

ち

,

. 

-
!
•

.

.

.

..

:

:

(
1
)

p
a
.
b

 

“
 

p

 

_
 

丨
又
は 

p
a
.
b
;
p
b
.
a

 =
1

 

;

平
衡
價
格
に
於
て
は
、
，：貨
物
の
有
効
需
要
は
そ
の
有 

効
供
給
に
等
し
。
こ
は
堪
にI

I

貨
物
の
み
あ
：る
場
合
に

'は

、
貨

物
b

の
雷
要
と
、

a

を

以

て

計

り

た

る
b
dの
價 

,

‘格
士
の
續
に
等
し
と
も
云
ふ
を
得
べ
し
。
即
ち

*  

(
2
) 

F
a
(
p
a
)

 

=

 

F
.
b
(
p
.
b
)
p
b

♦」

の
問
題
に
は
ニ
個
の
未
知
數
ぁ
る
を
以
て
方
程
式 

一£

及
^)
に
ょ
つ
て
解
ィ
を
得
ベ
く
、
又
凡
て
の
同
値
を 

以

-
こ
の
式
に
代
ふ
る
を
得
べ
し
0 

斯
く
し
て
彼
は
凾
數
ぬ
等
の
形
武
^
決
定
す
る
原
因 

一
を
求
め
た
る
が
、
之
は
利
用
の
硏
究
に
導
ぐ
に
至
れ
^

 ̂

:

彼
は
利
用
量
士
利
用
度〔

土
方
成
美
氏
の
譯
語
に
ょ
る〕

:
v

を
區
別
し
、
前
灌
は
欲
望
滿
足
に
役
立
つ
貨
物
徵
に 

■
i
 
て̂
測
定
さ
れ
、
後
者
は
員
#;
の
微
小
量
を
以
て
滿 

足
せ
し
め
ら
る
、
個
々
の
欲
谨
の
强
度
な
b
 

士
解
す
。

一

後

菩

は

即

ち

J
e
v
o
n
s

の

最

終

利

用

の

高

さ

士

等

し

き 

■

も

の

に

し

て

、W
a
l
r
a
s

は

之

を

ラ

ル

.'
/

(

ョ

ョ

^
ソ
S

命 

名

せ

る

が

、

こ

の

名

稱

は

成

功

せ

る

も

の

は

云

ふ

べ

か 

ら

ず

。
何
i

な

れ

ば

、
"
そ

は

人

を

し

て

數

量

が

絕

對

的
 

に

制

限

せ

ら

れ

居

る

こ

せ

を

想
®

せ
し
む
士
*
、

著
苕

第
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数
理
舉
派
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け
る
利
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遞
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理
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策
十1

號

r
l
三

の
意
缺
す
る
所
は
全
く
之
せ
異
な
れ
る
を
以
て
な
b
o 

一

刹

用

度

は

擻

最

の

看

加

に

：伴

て

減

少

す

.0
:
を

の

迦

は 

货
物
0
連
賴
的
單
位
を
以
：で
_
足
せ
し
.め
ら
る
、
欲
望 

は
次
第
に
そ
の
重
遯
性
を
減
ず
る
に
至
る
を
以
て
な 

b
。
苦
し
利
用
度
に
し
て
测
定
せ
ら
る
、
も
の
ど
せ
む 

.か
、
そ
は
«
量
の
減
少
@|
:

«な
ぅ
士
言
ふ
を
得
ベ
く
、

:
-•
_

の
微
小
量
は
全
部
利
用
ば
利
用
度
士
擻
量
■
 

和
乘
横

:^
ょ
り
て
测
矩
さ
れ
、|
.又
任
意
量
の
^
部
利
用 

は
，(

ズ
を
全
量
ヾ
X!
.を
最
初
.の
景
、：
ろ
を
最
後
の
最 

.

.

『

9)

を
.?«
用
度
即
ち
該
物
_
.の.ラ
ル
；-グ
を
.示
す
.も
の
10 

せ
ばy.

次
の
定
稹
分
に
ょ
b
て
測
®
さ
る
べ
し
。
 

nx2 

. 

. 
.

'"«aOTK2J^

，よ

9
C 1 * ； 

X

猶
、
彼
は
こ
れ
ら
の
關
係
を
圖
示
せ
る
が
：
そ
は
殆

• 

■ 

' 

. 

•
•
•
: 

•

\

レJ
e
v
o
n
s
k

同
一
な
る
も
の
な
ぅ
：

50

す
。

:

一
定
價
格
に
於
て
、
',|

貨
物
を
他
の
貨
物
士
交
換
す
，

i 

. 

- 
.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

•
; 

< 

' 

.

: 

'

^
. 一
W
人
を
取
ト
て
見
る

1:
、
彼

|:
1取
り

て

最

大

.
の

全 部
利
用
の
獾
得
せ
ら
る
、
は
、

a
の
ラ
ル
ク
が
、
b
を 

以
て
ft
り
れ
る
a
の
價
格
と
；̂
0,
ラ
ル
タ
i
の
樹VJ

等 

し
く
な
れ
る
時
な
o
o Wa

l
r
a
s

は
こ
の
方
式
を
解
析
的 

又
.は
幾
何
學
的
に
立
證
し
、
之
：を
最
大
滿
足
の
公
理
f 

稱
へ
る
が
、
こ
れ
がJ

e
v
o
n
s

の
交
換
第
一
原
則
ど
等 

し
き
も
の
な
る
は
直
ち
に
了
解
す
る
を
得
べ
し

。

需
要
曲
線
及
供
給
他
線
を
決
定
す
る
は
赏
に
こ
の
最

大
滿
足
の
原
則
な
6

。
興
び
前
：述
の
例
を
と
り
、
且
つ

該

個

人

は

旣

に一

定
量
の
ニ
貨
物
を
有
す
士
せ
ょ
。

qi,a) 

q
l
.
b

を
以
て
交
換
者
U

の
有
す
る
及
a 

b
の
最
匕

し
、
f 

(
q
w
>

 

?
b (

q
b
)

を
以
て
各
々
a
及
b

の
彼
‘

に
對
す
る
刹
用
度
即
ち
ラ
ル
テ
ど
し
、

M
にx

ごy
i

を

以
て
所
有
景
に
附
加
せ
ら
る
、
a

及
b

の

分

量

(

1 E

父

は
筒
} 

iす
。
然
る
i
き
は
、
彼
は
最
大
滿
足
を
求
ひ

る
が
故
に
、
價
格
ミ
彼
が
供
給
し
需
要
す
る
量
士
の
關 

係fDispositions i F
e
n
c
s
r
e

ノ
は
方
程
式

?
c
q
l
t

 

X
0 

方
‘

b(qi.b+yj>

O 4

及

I

CT

に
i

り

て

決

定

3
る
。
之
ょ
り

fi.a c<li.a+

><〕
=pa.b^i.b(qL.blxl.pa.h)

::

成
は
.

—

 

ノ 

：

-

.
:
.
。
'

:

:
'
'
'

^.b:(
q
l
.
b
+
y
l
〕
=
p
b
.
a
.
^
.
a

 (
q
l
.
a
l
y
.
p
b
A
)

 

.を
得
0
こ
れ
を
解
け
ぼ
；
：.;
' 

:
;
;
:
:

ぃ

：
‘ 

^
 

x
i
=
F
X
(
p
a
y
y
i
=
F
l
.
b
(
p
b
)

w

:«
る 

c

又
交
換
者
11
)
に
取
り
て
も
同
樣
に

^
n
.
J
P
2
*
a

 
广
hd
a) 

^

^

^

^

.

^

.

げ(
P
5
)
，.

W

な

る

べ

し

。

こ
れ
ら
は
個
人
的
の
需
要
供
給
を
價
格
の
凾
数
じ
て 

表
し
た
る
も
の
に
し
て
^
そ

の

供

給

は

負

の
®?
要

士

見 

る
を
得
べ
し
，
前
例
に
瑗
シ
て
，
，b
を
供
給
し
‘
aを
需 

要
す
る
は
交
換
者
(1
)

に
し
て
、
a

を
供
給
丨
て
匕
を
需 

要
す
る
は
交
換
者
11
)
な
ト
ど
せ
ば
、
方
程
式
⑶

に
於
て 

ザ
^
!
^

)

.に
代
ふ
る
^FJ.a (

p
a
)

を
.以
，.て
し
、
.
.

F
b
(
P
D
)

. 

に
代
ふ
る
にF2.h (

p
b
)

を
以
て
す
.る
を
#
ベ
く
、
方 

.笫
十
八
狢
£:
六
七
1
.

)

雑

錄

『

數
瑰
學
派
に

程
式
⑴
及
⑶
の
解
は
鲒
局$1.
久

s
^
b
c
q
b
y

等
の 

凾
歡
を
知
る
に
至
ら
し
む
べ
し
。

X

X

X

自
由
競
爭
の
下
に
於
て
は
、
最
大
滿
足
の
條
件
は
總 

て
の
人
に
取
り
て
等
し
く
充
さ
る
べ
き
な
り
。
若
し
然 

ら
ず
^
せ
ば
交
換
は
次
の
等
式
が
成
立
す
る
ま
で
繼
續 

す
べ
し
。p

pcr
l:
^
l
.
p

— 

R
2
.
P
丨 

K-n.a

.(Ri.a, 

R
b-
.
.
:
等

は

最

後

の

取

位

の

ラ

ル
テ
即
ち 

利
用
度
を
示
す
も
の
i
す
。)

こ
れ
ょ
分W

a
l
r
a
s

は
次
の
結
論
に
到
達
せ
り
。
即 

ち
日
く
、
價
格
は
定
義
(:
ょ
ヶ
て
價
値
の
比
.率
な
る
を 

以
てこ

れ
ょ
り

Va 

R
a

v
cr
I 

E
-
cr

(

け
る
利
用
遞
減
m

論』
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號

1

三
四

V
。 

R
a

 

<

0
 

I

 R
c

(
R
a
/

 R
b

等
は
省
略
な
り
.平
均
ラ
ル
タ
を
云
々
ず
る 

も
の
に
非
ざ
る
©*
に
留
意
す
べ
し)

: 「

然
るu

ラ
ル
タ
及
交
畠

^

«
が
併
立
日
一
つ
.
3

的 

な
る1

一
現
象
れ
る
こV 」

'が
確
®
な
h
ミ
せ
ば
> 
從
て
ラ 

ル
-グ
，は
®
姐
の
原
因
た
る
.
^
L
e
f
t
®

な
J..

ビ

o 
.さ
れ 

V
I
- 

> )

の
«
論
た
る
全
然
正
し
と
は
言
ふ
可
ら
す
。
こ
の 

1
|观
象
は
.成
は
典
逝
の
紀
_
を
哲
す
る
こ
と
ぁ
り
得
べ 

き
も
、
.
.

1

.般
に
は
儇
値
の
原
因
を
云
々
す
る
は
姿
當
な 

'ら
沪
。
.何
i
な
れ
ば
、
後
派
の
如
く
交
換
比
率
は
自
ら 

交
換
比
率
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
諸
現
象
を
決
定
し
得 

ベ
i

か
く
て
は
吾
人
は
遂
に
循
環
論
に
陷
る
の
外
な 

'か
る
^<31;

を
以
，て
.な
-

CV 。

:
Kに
五
n
Aは
、
價
値
の

®
想
は
彼
の

.理
論
中
に
於
て

. 

は
重
躱
な
る
意
義
を
有
す
る
事
な

—
、
彼
自
ら
思
惟
せ「 

る

.|
'
:
比

し

て

著

し
<

重

1
性

に
乏
し
き
も
の
な
る
を
知

れ

'̂。
か
く
の
如
き

^
悄
は
、
次
章
の
觀
檢
せ
む
ど
す
，
 

る
一
層
複
雜
な
る
場
合
に
就
て
の
彼
の
硏
究
を
考
察
せ 

ば
更
に
明
か
な
る
も
の
あ
る
ベ
し
。

へ
^

1
〕

p

l-llnclpes 

dn*
n
e tlleorie 

B
a
t
ĥ
m
a
t
i
Q
u
e

 d
e

srchange. 

E
q
u
a
t
i
o
n
d
e

 

lrt
.
c
h
a 
ロ ge. 

I
S
73-7

5
.

本
密
は
哿
人 Li 
興
味
か
與
ふ 

.

.る
摄
初
の
馨
な
り
，
何
と
な
れ
ば
彼

11
こ
れ
ょ
り
以
前
！.1旣
|:
多
く 

の
經
檟
上
の
箸
作
を
驳
表

t£
る
も
*
何
れ
も
蜇
耍
な
ら
ざ
づ
し
を
以 

て
な
り

0

(

独

ニ

〕
J
e
v
o
n
s
,

 

w

a

l§
0
f!
!
J1
2tf
c

^
t£
K

3

^

^

(

J
o
u
r
n
a
l
d
e
s 

o
c
o
n
o
n
a
s
t
e
o
,

 

j
u
i
n

 

1
00
7
4し
及

.>-E
l
e
m
e
n
t
s

 

d

fvc
o
n
o
m
i
e

XJ
r
.
I
i
l
o'
.
l
L
,
, 

p
u
r
e
,

 

,
100
9
9
 

.p. 

7.1 

e
t

:'s

H.v
a
n
t
e
s
”

 p.

 

Ico
s et 

s
u
i
v
a
n
Q
s
.
、

#

l!
i
f 

(

往

三

)

.
rt
>
?r
m
e
n5rd̂

c
o
n
o
r
r
-
i
e

*x3
0
】i
u
a
u
e

 

j
p
u
r
e
,

p

ON
6
. 

c

注
四

〕

併

し

乍

ら

、
彼

の

趙

讲

中

に

は

聊

が

興

れ

る

惯

値

の

似

^

' 

か

示

す

窜

仞

わ

り

。
例

べ

ぱ

':
ぼ

幣

か

以

て

似

値

の

凡

度

な

り

と

論 

卞

る

揚

合

の

如

し

(

rt'
c
m
c
n
t
s
,

 

p
.

 

1
7
2
)

さ
れ
ど
金
體
と
し
て
前
耍 

' 

る
は

上
述
せ
る
觅
解
な
り

°

.
■
.

第
八
節
襖
太
利
®
派
、
並
び

:̂
利
用 

,
理
論
の
展
開
亿
於
け
る
數
_

0
職
分

‘

J
e

v
o

n
s

.

の

著

書

第

一

版

ミ

時

を

同

じ

う

し

て

利

巾
®

.滅

理

論

は

數

學

記

號

を

用
^

る
事
な
ぐ
しV

 

C
,  

M
e
n
-

 

g
e

r0
G

s
n

d
s

 
叫tze

 

d
e

rv
o

lk
w

w
jrts

c
h

a
fts

le
llre

,  

1
8
7
1

.の
中
に
說
明
せ
ら
れ
た
V

。：
本

書

は

：燠

太

刺

學

派

又
は 

心
理
學
派
な
る
槪
稱
の
卞
に

知
ら
る
V

を

し

て

慎 

値

に

關

す

る

多

擻

，の
.著
作

を

發

表

せ

し

む

る

に

至

り

し 

も
の
«
り
0(

胜
一〕

心
理
學
派
な
る
.名
稱
を
混

同

し

て

、 

例
へ
ば
H

卩d
e

一
 

泥W

同|

見
地
に
*
つ
も
の
と

思
惟 

ず

べ

か
ら
ず
。
前
者
は

¥
均

的

ス

は

範

例

的

^

«に
下 

:

に〗

於
：け
る

經
濟
行
爲
の
諸
：動

機(

特

に

欲

望

滿

足

に

，
必

，

:

要
な
る
總
て
の
も
の
R
對
す
る
人
間
の
傾
向)

を
微
細 

に
：解
：剖
す
る
と

i

出
钕
し
て
、
經
濟
法
則
.を
：誘
導
せ 

む
-ビ
試
み
た
b
c(

fc
t
:

: 
一
 

V該
學
派
の
認
む
る
價
値
及
交
換 

理
論
0
原
則
はJevons: W

a
l
r
a
s

の
そ
れU

比
し
て
異 

.る
も
の
に
非
ず
。
興
る
《

/D
は

單

.
に

こ

れ

ら

の

理

論
 

，
を
8
述
肢
開
せ
し
む
る
方
法
r
l存
す
る
の
み
.
°個
人
的 

鸫
濟
の
問
題
は
塊
太
矶
^:
^
に

あ

、

て

ば

觅

に

顧

著

 ̂

.る
地
位
を
占
め
.
> J
-n
)

§
n
s
,
:

 W
a
l
r
a
s

に
於
け
る
•程
に
，抽 

第

十

八

箱

(

1
.六
七
，！0
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雜

錄

:

數
现
學
派i

象

的
に
論
述

せ

ら

る

士

な

し

。
例

へ

ば

M
s

g
e

r  

及
そ
の
徒

は

利
用
の
高
さ
が
連
續
的
に
遞

減
す
、じい
ふ 

が
如
き
假
定
を
設
く
る

,;
ビ
な
か
り
き
。
著
し
き
相
違 

は

價
格
の
決
定
を
示
す
方
法
よ

6
來
る
も
の
に
し
て
、 

j
〈

€

3

:

か
く
の
.如
き
方
法
は
或
る
問
題
を
論
す
る
に
當 

| 

b

て
は
數

學

派
よ
ゲ

毛
|£

に
現
實
に
近
か
ら

し
め
、

又 

:

假
令
こ
れ
よ
り
も
简
軍
な
ら
し
む
る
こ
ど
は
不
可
能
な 

Z
る

も
、
恐
ら
く
乙
れ
よ
け
更
に
明
瞭
な
ら
し
む
る
を

# 

I

べ
し
。
併
し
乍
ら
、

こ
れ
に
よ

i
て
多
擻

々

最

間
の
相 

j

S
關
係
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
：を

#
る
や
否
や
は
疑
な
き

.

を
得
ず
、
且
つ
經
濟
現
象
©
:

機
能
を
全
體
S

し
て
敍
述 

I
:

し
得
ざ
る
は
言
を
俟
た
ざ
る
所
な
^N。

一
 

X 

X

 

X

V

利
用
遞
減
理
論
を
れ
自
踭
も

"
又
價
値
硏
究
に
對
す
：
 

る
そ
の
.重
要
な
る
應
用
も
典
に
決
し
て
數
學
：的
方
法
に 

侬
賴
す
る
も
の
ミ
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
記
號
を

Jl
l

aた
る 

學
者
に
あ
h

y

て
も
、

か

、
る

W B

*
の
使
用
は
大
部
分
の 

へ
於
け
る
利
用
遞
減
理
論』

m十i

號 

一
i
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!:
鳴
合
、
a
常
の
推
遡
に
ょ
が
て
得
ち
れ

.於
る
關
係
を
明 

:

示
す
る
に
役
立
t>
居
る
に
過
ざ
す
。
記
號
.の
使
用
は
利
：
 

用
遞
減
理
論

を

記
述
し
又
或
る
種
の
•證

明
?:
:

%

す

に

當
 

り
て
そ
の
方
法
を
前
潔
«.
ら
し
む
：る
を
得
べ
し
^
雛
ノ 

.
同
時
に
.そ
の
記
述
す
る

士
こ

_

し
て
：更
に
抽
象
的
た 

ら
し
め
、
.事
實
を
去
る
甚
^
し
き
に
.率
ら
し
；む
る
を
免 

れ
t

さ
れ
ば
、
.こ
の
間
題
を
數
學
的
に
硏
究
す
る
を

.
 

駆
す
る
や
否
や
、
又
は
そ
の
効
果
如
何
に
就
て
は
、
か 

V

何
に
之
.を
論
爭
す
る
も
際
限
な
か
る
べ
し
：。
併
乍
ら
、 

利
用
遞
減
理
論
は
軍
に

.純
®
•
雛
濟
學
の
進
む
ベ
き
道
の 

:游
一
步
に
過
ぎ
す
、
又
^
:は

經

濟

的

平

衡

.の

完

全

な

る
 

研
究
を
構
成
すV

さ
基
礎
た
る
の
み
。
着

は

こ
の
經 

濟
的
本
衡
の
問
題
に
於
て
最
童
の
使
命
を
界
す
べ
き
も 

の
に
し
て
こ
の
⑴
題
の
¥:
究
に
は
後
に
述
ぶ
る
が
如
く 

利
用
な
る
槪
念
を
要
素
と
す
る
乙

と
な
し
。
唯
：、
經
濟

.的
：中
#-
'

の
ゅ
題
は
.最

終

利
;»
論

の

«

戒
す
る
根
本
關
係 

を
肯
‘定

す

る

が

故

に

、

こ

の

撒

に

於

て

、
後

者

は

數

學

笫
ヤ
：1號

I
H六

派
經
濟
學
^
密
接
な
る
關
係
を
有
す
€1

石
ふ
べ
し)

X 

X 

.
X

上
述
せ
る

ミ

Z

ろ
を
以
て
し
て
は
利
用
现
論
の
槪
念 

を
充
分
に
購
明
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ざ
も
、m

は
必
i"
し 

.も
吾
人
の
因
的
を
す
る
ビ
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
菩
人
は
1 

に
數
學
は
如
何
に
し
て
利
用
珊
論
ょ
り
發
注
す
る
問
題 

の
解
決
に
應
用
さ
れ
た
る
か
を
明
か
に
せ
むVJ

試
み
た 

る
の
み
。
M
に
吾
人
は
、
利
用
賴
減
論
に
對
す
る
多
く
' 

の
反
對
論
に
敢
て
答
ふ
己
ふ
な
T

き
o
か
、
る
反
對 

論
の
中
に
は
ー
般
に
か
、
‘る
理
論
上
の
全
企
畫
に
及
ぶ
' 

も
の
あ
る
も
、
之
が
辯
駁
に
は
そ
の
度
每
に
純
理
經
濟 

學
の
合
理
的
な
る
所
以
を
®
明
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る 

が
、
.
Wは
旣
に
完
全
に
證
明
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
疑
ひ 

の
餘
地
な
か
る
べ
し
交
換
せ
ら
れ
^
る
貨
物
が
交
換 

當
事
者
の1
方
に
對
し
て
何
等
直
锬
の
利
用
を
與
へ
ざ 

る
が
如
き
多
く
の
場
合
を
擧
げ
て
V
該
■
論
が
事
實
と 

背

す

る

以

^
?指
挤
す
•る
4
0
.
0 

^

る
4
V
V
こ
の
反
對

論

は

、

そ

が

最

も

重

要

な

.る

一も
の
な
る
に
不
拘
、
不
幸 

に
し
て
«

純
な
る
交
換
の
問
題
と
、
生
產
の
問
題
或
は
- 

1

層
.

1

般
的
に
沄
へ
ば
變
形
の
卯
題
せ
を
混
浠
す
る
も 

0

f

 

o11

に
乂
、
#

に
»

^
的
§

に
鲦
鋩
を
向
け 

て
或
る
詳
細
な
る
»
?
例
へ
ば
連
續
性
の
假
定
の
如
き 

も
の
を
攻
«

す

る

も
,®

あ
る
も
、
か 
> 

る
問
題
はI

般 

的
平
衡
問
題
の
中
に
も
現
«

る

、
も

の

に

し

で

、
.吾

人 

は
旣
に
之
を
論
じ
た
.る
が
、M

に

別

の

機

會

に

.改

め

て 

論
ず
る
所
あ
る
べ
し
。
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